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10大ニュースは何ですか？
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平成11年度からの12年間で195億円の効果

「2012成人式」を開催
1月から「乳腺外来」をはじめます　 
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謹
ん
で
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
平
素
は
、
議
会
活
動
に
温
か
い
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
さ
て
、
小
野
市
で
は
、
20
年
、
30
年

後
を
見
据
え
た
「
新
た
な
時
代
へ
の
挑

戦
」
を
し
続
け
て
い
ま
す
。
平
成
25
年

オ
ー
プ
ン
に
向
け
た
「
北
播
磨
総
合
医

療
セ
ン
タ
ー
」
は
、
造
成
工
事
も
順
調

に
進
み
建
築
工
事
に
も
着
手
す
る
な

ど
、
い
よ
い
よ
本
格
的
な
病
院
建
設
が

始
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
の
多
機
能

集
約
と
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
目

指
し
た
「
小
野
市
福
祉
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
」
は
、
ま
も
な
く
完
成
す
る
予
定

で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
市
民
の
暮
ら
し
に
重

点
を
置
い
た
様
々
な
施
策
を
、
健
全
財

政
を
維
持
し
な
が
ら
積
極
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
今
日
本
は
、
少
子
高
齢
社
会

の
到
来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な
ど

に
よ
っ
て
、
社
会
経
済
構
造
が
大
き
く

変
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
加
え
て
、

欧
州
の
金
融
不
安
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
昨
年
か
ら
続
く
歴
史
的
な
円
高
は
、

経
済
、
雇
用
な
ど
を
更
に
深
刻
化
さ
せ

る
な
ど
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
国
と
地

方
が
総
力
を
結
集
し
て
、
低
迷
を
続
け

る
経
済
を
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
と
と
も

に
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
を
見
極
め

た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
日
常
生
活
を
見
ま
す
と
、
人

と
人
の
絆
が
希
薄
化
し
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
私
は
、
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
人
や
地
域
の

「
絆
」
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
絆
」
を
深
め
る
た
め
に
は
、
自

己
の
意
識
改
革
や
行
動
の
変
革
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
市
民
・
地
域
・
企
業
が
、

地
域
社
会
を
構
成
す
る
一
員
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
を
一
層
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
市

民
代
表
と
し
て
の
意
思
決
定
機
関
で
あ

る
市
議
会
の
役
割
は
一
層
重
要
性
を
増

し
て
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
市
議
会
は
、
昨
年
５
月
の
改
選
か
ら
、

議
員
定
数
を
２
人
削
減
し
16
人
（
う
ち

女
性
議
員
３
人
、
１
期
目
の
議
員
７
人
）

と
な
り
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
か
ら
温

か
い
ご
支
持
と
負
託
を
賜
っ
た
私
た
ち

は
、
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
な

が
ら
、
負
託
に
応
え
る
べ
く
、
毎
日
、

議
員
活
動
・
議
会
活
動
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
審
査
・
調
査
研
究
分
野
で
は
、
可
能

な
限
り
現
場
を
見
て
現
物
に
触
れ
な
が

ら
市
政
の
現
状
を
把
握
す
る
と
と
も

に
、
積
極
的
に
研
修
会
を
開
催
し
、
議

員
の
資
質
と
議
会
の
監
視
機
能
の
向
上

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に
定
例
議

会
を
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
他

市
に
先
駆
け
託
児
コ
ー
ナ
ー
や
傍
聴
者

用
の
休
憩
室
の
設
置
、
加
え
て
、
議
員

の
質
問
項
目
と
内
容
を
事
前
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
な
ど
開
か
れ
た
議

会
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

皆
様
も
是
非
、
定
例
会
の
傍
聴
に
お
越

し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
将
来
を
見
据
え
、「
ハ
ー
ト

フ
ル
シ
テ
ィ
お
の
」
の
創
造
に
向
け
、

議
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
の
で
、
よ
り
一
層
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　
結
び
に
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健

や
か
で
幸
多
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
11
年
。「
広
報
お

の
」
の
「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
コ
ー

ナ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
平
成
12
年
辰
年

生
ま
れ
の
双
子
さ
ん
を
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
。
現
在
の
抱
負
を
語
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

平成13年8月号
わが家の
アイドル
掲載写真

藤原雄生・好誠君（河合小 5年）

　
し
ん
ど
い
こ
と
や
嫌
な
こ
と
か
ら
逃
げ
る
こ

と
な
く
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
　 

（
藤
原
好
誠
君
）

　
ス
ポ
ー
ツ
や
勉
強
で
、
難
し
い
こ
と
に
で
あ
っ

て
も
、
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
挑
戦
し
た
い
と

思
い
ま
す
。　
　     

　         

（
藤
原
雄
生
君
）
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今
年
こ
そ
、
大
い
な
る
希
望
が
持
て

る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
新
た
な
願
い

を
込
め
て
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事

故
と
い
う
未
曾
有
の
大
災
害
が
発
生

し
、
秋
に
は
、
２
つ
の
台
風
が
西
日
本

に
記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
歴
史
的
円
高
と

長
引
く
デ
フ
レ
に
加
え
、
ギ
リ
シ
ャ
債

務
問
題
に
端
を
発
す
る
欧
州
の
金
融
危

機
な
ど
「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
数

多
く
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
よ
る
人
口
減
少
と
そ
れ

に
伴
う
経
済
活
動
の
縮
小
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
な
ど
ま
さ
に

「
先
例
な
き
時
代
」
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
に
お
い
て
我
々
に

求
め
ら
れ
る
の
は
、
大
き
な
流
れ
や
情

勢
を
し
っ
か
り
見
極
め
、
物
事
の
本
質

を
見
抜
く
「
洞
察
力
」、
目
指
す
目
標
を

達
成
す
る
た
め
に
行
動
に
つ
な
げ
、
新

し
い
価
値
観
を
生
み
出
し
て
い
く
「
構

想
力
」、
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
実
行
に
移

す
た
め
の
「
決
断
力
」
で
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

　
小
野
市
で
は
、「
行
政
も
経
営
」
と
い

う
一
貫
し
た
基
本
理
念
の
も
と
、「
行
政

経
営
４
つ
の
柱
」、
市
民
＝
顧
客
と
捉
え

た
「
顧
客
満
足
度
志
向
」、
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
で
は
な
く
、
何
を
な
し
え
た

か
を
問
う
「
成
果
主
義
」、
こ
こ
し
か
な

い
小
野
ら
し
さ
を
追
求
す
る
「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
」、
言
わ
れ
て
か
ら
や
る
の
で

は
な
く
、
言
わ
れ
る
前
に
や
る
「
後
手

か
ら
先
手
管
理
」
へ
の
転
換
を
基
軸
と

し
て
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　
将
来
に
わ
た
る
地
域
医
療
の
確
保
を

目
指
し
た
三
木
市
と
の
統
合
病
院
「
北

播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
は
、
用
地

の
造
成
工
事
が
完
了
し
、
平
成
25
年
の

開
院
に
向
け
、
い
よ
い
よ
本
体
工
事
に

着
手
し
ま
す
。

　
福
祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
す
「
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
」

は
、
ま
も
な
く
建
設
工
事
が
完
了
し
、

４
月
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
こ
こ

を
拠
点
に
、
福
祉
機
能
を
再
構
築
し
、

超
少
子
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
自
治
会
館
な
ど
を
活
用
し

た
地
域
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
支
援
制

度
「
高
齢
者
等
地
域
活
動
拠
点
づ
く
り

事
業
」
を
新
た
に
創
設
し
、
自
治
会
へ

の
助
成
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
の
活
性
化
や
防
災
力
を
高
め
る

た
め
に
は
「
地
域
の
絆
」
が
不
可
欠
で

あ
り
、「
地
域
力
」、「
市
民
力
」
の
向
上

に
向
け
、
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
積
極
的
に
事
業
を
展

開
し
な
が
ら
も
、
市
長
就
任
以
来
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
を
行
い
、
12
年
間
で

約
２
０
０
億
円
の
経
費
削
減
を
達
成
い

た
し
ま
し
た
。
財
政
の
健
全
度
を
計
る

「
財
政
健
全
化
比
率
（
４
指
標
）」
で
は
、

全
て
に
お
い
て
安
全
な
水
準
を
維
持
し

て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
次
世
代
が
負

担
す
べ
き
借
金
を
計
る
「
将
来
負
担
比

率
」
は
、
県
内
で
最
も
良
好
な
数
値
で

あ
り
、
将
来
に
「
ツ
ケ
」
を
回
さ
な
い

健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
20
年
、
30
年
先
の
将
来

を
見
据
え
「
新
た
な
創
造
と
変
革
」
へ

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
さ
に
、「
変
え
よ
う
小
野
、
変
わ

ろ
う
小
野
市
」
の
「
更
な
る
飛
躍
」
へ

向
け
、
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
昨
年
、
陸
上
競
技
（
高
跳
び
・
幅

跳
び
）
で
活
躍
し
た
辰
年
生
ま
れ
の

２
人
に
、
抱
負
を
語
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

栁 和真君（小野小5年）松浦優花さん（大部小5年）

走り幅跳び
県大会1位

走り高跳び
県大会1位

　
昨
年
、
初
め
て
走
り
高
跳
び
に
挑
戦
し
、
記

録
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
て
、「
も
っ
と
高
く
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
は
、
１
２
８
㌢

の
自
己
最
高
記
録
。
今
年
は
、
１
４
０
㌢
を
目

指
し
ま
す
。
ま
た
、
小
学
最
後
の
年
な
の
で
、

友
達
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
作
り
た
い
で
す
。

　
昨
年
は
、
み
ん
な
の
応
援
に
支
え
ら
れ
て

自
分
の
予
想
を
上
回
る
記
録
を
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
の
自
分
の
実
力
や
記
録
に

満
足
す
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
努
力
を
重
ね
、

自
己
新
記
録
を
更
新
し
た
い
で
す
。

新年のごあいさつ
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特集1

　
昨
年
１
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
職
員
が
選
ぶ
ベ
ス
ト
10
を
紹
介
し
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
の
10
大
ニ
ュ
ー
ス
は
何
で

す
か
？

昨
年
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
！

小
野
市 

　
大
ニ
ュ
ー
ス

10

01

02

0304

学習環境の充実と
全国から注目を集める小野市の教育

●幼稚園・全学校の全287教室に
　空調設備設置。

●小野中学校新校舎の完成。

●書画カメラやプロジェクターなど
　を全学校に191セット整備完了
　（3か年計画）。

●幼稚園・小学校・特別支援学校に防
　犯カメラを設置。

●川島隆太・東北大学教授の脳科学
　理論に基づく小野市の教育は、　
　41都道府県から視察や問い合わ
　せが相次ぐ（平成17年度～）。

東日本大震災への復興支援

●災害見舞金として市から5,000
　万円。

●皆さんに、ご協力いただいた義援
　金は約1,392万円。

●派遣した職員は、延べ317人。

●水道水のペットボトル「おのみ～
　ず」や組み立て式簡易寝室を送る。

●被災児童を受け入れるホスト家庭
　を募る（80世帯が登録）。

●ヒマワリの種を被災地へ（ボラン
　ティア約150人が袋詰め）。

神戸電鉄粟生線
存続戦略会議の設置

　赤字が続く神戸電鉄粟生線
の存廃問題で、神戸電鉄と沿
線の神戸、三木、小野の3市、
県、小野以北の北播磨3市1町
の首長らによる「粟生線存続戦
略会議」を設置。小野市は、神
戸電鉄の経営努力を前提に、
具体的な支援策を表明。

小野市議選
女性最多3人当選

　昨年4月に行われた小野市議
選は、定数2減となり、16議
席を22人で争う激戦に。
　女性候補者は6人で、うち3
人が当選。女性の候補者、当
選者数ともに市制始まって以
来最多。

空
調
設
備
の
つ
い
た
教
室

川
島
隆
太
教
授
に
よ
る
講
演
会

消
防
職
員
に
よ
る
救
急
救
助
活
動

ヒ
マ
ワ
リ
の
種
を
採
取
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

平成23年
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福祉総合支援センター
の本体工事が完成

　福祉支援機能の集約とワン
ストップサービスを実現する
ため、旧老人福祉センターみ
やま荘を改築し、福祉総合支
援センターの整備に着手。建
物は昨年11月に完成。今年4
月オープンを目指して周辺整
備が進む。

「おの恋」を商標登録 認証
2011.6.3 

 

　おの恋おどりや、焼酎・ビールなどの商品名に使用している「おの
恋」を商標登録。小野市をPRする地域ブランド化を目指す。

●「おの恋Light」…小野産小麦を使ったアルコール度数28度の焼酎。
　度数35度の「おの恋」と2種のラインナップに。

●「おの恋ホルモン焼きそば」…ホルモン焼きそ
   ば広め隊を結成。
　B-1グランプリ全国大会出場を目指す。

●「おの恋ビール」 …「お
　のみ～ず」と地元のコ
　メが原料の地ビール
　（限定販売・好評につき
　完売）。

●「おの恋タオル」…ロゴ
　入りマフラータオル。

北播磨総合医療センターのオープンを
見据え地域医療が充実

●平成25年10月開院を目指す北播磨総合医療センターの造成工事 
が、昨年12月に完了。病院建築工事も昨年10月に入札を行い、
スタートしました。

●小野市民病院は、北播磨地域の病院で初めて専門医が常勤する
「血液内科」を昨年10月に新設。また、眼科でも「角膜移植術」が
できる体制を整えるなど、北播磨総合医療センターの開院を見据
えた地域医療が充実。

各種スポーツ競技で
大活躍

財政の健全性が
さらに高まる

　平成22年度決算で、実質単
年度収支（預金を取り崩すこと
なく）は、8年ぶりに黒字。財
政の健全性を示す指標のひと
つ「将来負担比率」は県内の市
で初のマイナスとなり、将来
返済すべき借金などの負担が
小さいことを示した。

　昨年10月から、水道料金を
値下げし、下水道使用料は事
業始まって以来初めて料金改
定。

上下水道料金の改定
～改定後も北播磨で一番安く～

地域の活動拠点
づくりを支援

　高齢者や子どもらの居場所
づくりを目的に助成（バリアフ
リー化工事に180万円、備品
購入に20万円）。新たなコ
ミュニティの創造と、地域
力・市民力の醸成を図る。

その他

●日本プロゴルフ選手権大会、　
　関西オープンゴルフ選手権競技
　を市内で開催

●中学3年生までの医療費無料化
　を3年延長

●黒川西土地区画整理組合の設立

おの恋ホルモン焼きそば おの恋ビール（左）とおの恋Light

着工前 完了後

公民館のスロープ設置など

05

0708

06

10 09

●全国中学校柔道大会で、小野中  
　男子団体が準優勝。

●小林祐梨子選手がアジア陸上競
　技選手権5,000㍍で銅メダル。

●山口賢三さんが全国障害者ス
　ポーツ大会で2種目（800㍍・立
　ち幅跳び）優勝。

●大部スポーツ少年団少女バレー
　ボールチームが全国大会ベスト　

●全国中学校総合体育大会で、藤
　原秀朗君（小野中3年）が水泳
　200㍍個人メドレーで6位。

●全国小学生陸上競技交流大会で
　下東条小6年リレーチームが
　4×100㍍リレーで7位、山田
　秀勝君（市場小6年）が走り高跳
　びで7位。

●県小学生陸上競技大会で26種   
　目中7種目で優勝、計51人が入
　賞。

16。
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と
報
酬
が
連
動
す
る
給
与
制
度
の

導
入
な
ど
に
よ
り
、
従
来
型
の
思

考
回
路
か
ら
脱
却
し
た
少
数
精
鋭

に
よ
る
業
務
を
行
い
、
総
人
件
費

を
削
減
し
て
い
ま
す
。

　
人
事
制
度
改
革
の
成
果
と
し
て

11
年
度
か
ら
12
年
間
で
約
１
０
０

人
の
職
員
を
削
減
し
、
総
人
件
費

の
削
減
効
果
額
は
58
億
円
に
達
し

ま
し
た
。職員数の削減

　　　   35.8億円

時間外勤務の削減
　　　     7.5億円

職員互助会への
補助金廃止1.2億円

特殊勤務手当の
見直し　  1.8億円

地域手当の廃止
　　　   10.3億円

その他給与の見直し
　　　　　 2.1億円

58.7億円の
削減効果

（平成11～22年度）人事制度改革による削減効果

12年間で99人（26.1％）削減！（消防と病院を除く）

部門別職員数の状況
職員の平均年齢・給料月額

特別職の報酬等の状況

  　　    職員数 

  H23年 H22年   H11年  

一般行政部門 188 190 △2 246 △58

 教　育 54 56 △2 77 △23

 消　防 64 64 0 60 4

 小　計 118 120 △2 137 △19

 病　院 199 198 1 186 13

 水　道 13 13 0 20 △7

 下水道 4 4 0 21 △17

 その他 22 21 1 16 6

 小　計 238 236 2 243 △5

　　  合　計 544 546 △2 626 △82

消防・病院除く計 281 284 △3 380 △99

職　員　数
区　分

特
別
行
政
部
門

公
営
企
業
部
門
な
ど

小野市の人事行政（給与と職員数）の運営状況

本年度5月から議員数2人削減
区　分  給　   料 人 数

市　長 980,000円 1人

副市長 794,000円 2人

教育長 695,000円 1人

区　分  報　　酬 人  数

議　長 528,000円 1人

副議長 449,000円 1人

議　員 409,000円 14人

     

     

 給料月額  年齢    給料月額 年齢　給料月額  年齢

事  務  職 342,916円 43.3歳 327,205円 42.3歳 342,700円 44.2歳

技能労務職 342,631円 51.0歳 283,862円 49.5歳 333,700円 49.8歳

消  防  職 322,308円 39.2歳

教  育  職 428,800円 50.7歳

（平成23年4月現在）

※「給料」は、通勤手当、時間外勤務手当などを除く。
※「教育職」は、小・中学校勤務の教諭を除く。

区　分
小野市 国 兵庫県

（H22.4月現在）
対前年
職員数

対11年
職員数

（平成23年5月現在）

◎詳しくは、ホームページ（http://www.city.ono.hyogo.jp/p/1/8/14/）

（百万円）

（年度）

人件費の推移

2800

3000

3200

3400

3600

3800

222120191817161514131211

3,655

3,631
3,558

3,437

3,055

3,042

3,323

3,174

3,164

3,382

3,636

2,999

ピーク時の13年度から6.6億円減！

（平成22年度普通会計決算）

（年度）

（人）

540

560

580

600

620

640

23222120191817161514131211

548 546

598

579

562

556

560 555

626
615

612

615

544

全職員数の推移

人員削減により少数精鋭での業務遂行
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平
成
11
年
か
ら
入
札
制
度
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
よ
り
公
平
性

や
透
明
性
、
競
争
性
を
発
揮
で
き

る
よ
う
に
、
様
々
な
改
善
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
改
善
内
容
は
、①
競
争
性
を
高
め

る
取
り
組
み
と
し
て
、
公
募
型
入

札
制
度
の
導
入
な
ど
３
項
目
、②
透

明
性
・
公
平
性
の
確
保
を
図
る
取

り
組
み
と
し
て
、
業
者
選
定
の
改

善
な
ど
８
項
目
、③
談
合
防
止
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
指

特集2　行財政改革12年の歩み

入
札
制
度
15
の
改
善
で

落
札
率
は
70
％
台
へ

平成11年度からの12年間で

行財政改革効果は　　 億円

　平成11年に市長就任以来、「市役所は市内最大のサービス産業の拠点」と
位置付け、「行政も経営」であると捉え、「より高度で、より高品質なサービ
スを、いかに低コストで提供するか」を追求し、まさに「ゼロベースの発想
でチャレンジする」という、一貫した理念で12年間、行政経営を進めてき
ました。
　その効果は、12年間で195億円。内訳は、公共工事の入札制度改革で
126億円、人件費58億円、事業の見直しで11億円となっています。
　これにより、現在の財政状況は、市民1人当たりの借金が県内で最も少な
く、預金は多いほうから8番目となっています。

キーワードは「行政も経営」

40

50

60

70

80

90

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22（年度）

（億円）

67.2 70.0

80.3 82.2 80.1 82.0 80.8 81.5 78.8
76.3 74.2

77.7

預金（基金）残高の推移

100

120

140

160

180

（年度）

（億円）

169.1 176.9 168.4
160.3

149.8
144.4

139.7 138.4

借金（地方債）残高の推移 1人当たり
県内最少

1人当たり
県内8番目

名
業
者
の
事
前
公
表
中
止
な
ど
４
項

目
の
計
15
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
段
階
的
に
導
入
し
た
こ

と
で
、平
均
落
札
率
は
、導
入
前
（
平

成
９
年
度
）
90
％
で
あ
っ
た
も
の
が

22
年
度
は
73
％
ま
で
低
下
し
、
こ
の

12
年
間
で
約
１
２
６
億
円
の
削
減
効

果
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

事
業
見
直
し
に
よ
る
削
減

　
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
事
業
や

イ
ベ
ン
ト
の
廃
止
縮
小
、
関
連
団
体

へ
の
負
担
金
の
見
直
し
に
よ
る
縮

減
、
予
算
の
配
当
保
留
に
よ
る
予
算

の
執
行
抑
制
で
、
約
11
億
円
の
削
減

効
果
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

人
事
制
度
改
革
に

よ
る
人
件
費
削
減

　
職
員
の
配
置
基
準
が
あ
る
部
署
を

除
き
平
成
11
年
度
か
ら
４
分
の
１
以

上
の
職
員
を
削
減
。

　
ま
た
、
17
年
度
に
は
、
職
員
互
助

会
へ
の
補
助
金
を
全
国
に
先
駆
け
て

全
廃
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
理
屈

に
合
わ
な
い
手
当
の
廃
止
や
、
成
果

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

168.0 165.9 167.4 168.5

58億円
削減

11億円
削減

126億円
削減

設計額、落札額および落札率の推移

0
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9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
0.60
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0.70

0.75
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0.95

1.00
（億円） （率）

設計額

落札額

落札率
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小野市民病院からの
お知らせ 「乳腺外来」をはじめます

1月から

診療日：月曜午後（予約制・☎63-2020）

　　
日
本
で
は
乳
が
ん
が
年
々
増
え

て
、
女
性
が
か
か
る
が
ん
の
第
１

位
に
な
り
ま
し
た
。
乳
が
ん
の
発

病
は
30
代
後
半
で
急
激
に
増
え
て

40
代
に
ピ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
が
、

70
歳
を
過
ぎ
て
も
あ
ま
り
減
り
ま

せ
ん
。

　
40
歳
以
上
の
女
性
は
健
康
増
進

法
に
基
づ
く
市
町
村
事
業
に
よ
り
、

問
診
・
視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

併
用
の
乳
が
ん
検
診
を
２
年
に
１

回
の
間
隔
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
早
く
見
つ
け
れ
ば
早
く
治
療
が

で
き
、
治
せ
る
病
気
で
す
。
た
と

え
自
覚
症
状
が
な
く
と
も
定
期
的
に

自
覚
症
状
が
な
く
て
も

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
乳
腺
外
来
で
は
乳
腺
の
良
性
腫

瘍
・
悪
性
腫
瘍
（
乳
が
ん
）
な
ど
の

病
気
を
外
科
的
な
観
点
か
ら
診
断
・

治
療
し
て
い
き
ま
す
。
乳
房
に
し
こ

り
を
触
れ
る
、
痛
み
を
感
じ
る
、
血

液
の
混
じ
る
乳
汁
が
出
る
、
な
ど
の

症
状
が
あ
る
方
は
検
診
で
は
な
く
乳

腺
外
来
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
乳
房
の
し
こ
り
を
訴
え
て
こ
ら
れ

る
方
の
多
く
は
異
常
が
な
か
っ
た

り
、
乳
腺
症
や
嚢
胞
、
線
維
腺
腫
と

い
っ
た
良
性
の
し
こ
り
で
す
。
ま
た
、

乳
房
の
痛
み
は
月
経
周
期
に
よ
る
も

の
や
乳
腺
症
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で

す
。
こ
の
よ
う
な
中
か
ら
乳
が
ん
を

確
実
に
見
つ
け
出
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
症
状
に
応
じ
て
、
視
触
診
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
、
超
音
波
検
査
を
行
い

診
断
を
進
め
て
い
き
ま
す
が
、
よ
り

正
確
な
診
断
を
目
指
し
て
、
今
ま
で

努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
す
が
、

小
野
市
民
病
院
は
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
診
精
度
管
理
中
央
委
員
会
に
よ
り

画
像
認
定
施
設
に
認
定
さ
れ
、
医
師

　
乳
が
ん
は
比
較
的
早
い
う
ち
か
ら

転
移
を
起
こ
す
た
め
、
現
在
で
は
乳

腺
だ
け
の
病
気
で
は
な
く
全
身
病
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

た
め
乳
が
ん
の
治
療
は
、
手
術
・
放

射
線
治
療
・
ホ
ル
モ
ン
治
療
・
化
学

療
法(

抗
が
ん
剤
治
療)

を
組
み
合

わ
せ
て
行
っ
て
い
く
の
が
標
準
治
療

で
す
。
ど
の
よ
う
な
治
療
方
針
を
選

択
す
る
か
、
患
者
さ
ん
個
人
個
人
で

異
な
り
ま
す
。
綿
密
な
診
断
・
治
療

の
計
画
を
立
て
、
と
も
に
が
ん
ば
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

乳
房
に
自
覚
症
状
を
感
じ
た
ら

診
断
の
た
め
に

乳
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
ら

マンモグラフィ乳房超音波検査

４
人
が
読
影
資
格
を
取
得
、
撮
影
認

定
放
射
線
技
師
も
２
人
在
籍
し
て
い

ま
す
。

　
超
音
波
検
査
に
つ
い
て
も
、
日
本

乳
腺
甲
状
腺
超
音
波
診
断
会
議
が
主

催
す
る
乳
房
超
音
波
講
習
会
の
試
験

で
Ａ
判
定
と
認
定
さ
れ
た
医
師
２

人
、 

Ｂ
判
定
の
医
師
１
人
、
技
師
２

人
が
検
査
を
担
当
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
不
安
を
抱
え
て
来
院
さ
れ

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
で
き
る
だ
け
受

診
当
日
に
以
上
の
検
査
を
行
い
、
診

断
の
目
安
が
つ
く
よ
う
に
心
が
け
て

い
き
ま
す
。

外科医長
岡 成光 [Oka Shigeteru]

（小野市中町323番地）
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「2012成人式」を開催！
～509通りの向かう先あってもええやん～

1月9日・小野市民会館

　今年度は509人が成人式を迎えます。

　一生に一度の式典を思い出に残るものとするため、

新成人代表の実行委員が「新成人による新成人のための

成人式」を企画しました。新成人のお友だちをお誘い

あわせのうえ、ご出席ください。

　なお、成人式実行委員会では、成人式のメインテー

マ「夢人（ゆめんちゅ）」に沿って、東日本大震災で被災

した地域や絵本を手にしたことがない国々の子どもた

ちに絵本を届けます。

　ご来場の際は、不要になった絵本を1人1冊以上ご持

参ください。ご協力をお願いします。

●対象　平成3年4月2日から平成4年4月1日生まれの方

●受付　8時50分から9時20分まで

●服装　自由

●問い合わせ先　成人式実行委員会事務局（いきいき社

　会創造課内・☎63‐2445）

え
え
成
人
式
に
す
る
か
ら
、
み
ん
な
来
て
な
～
。（
妙

見
祥太
郎）
　　
一人
でも
、多く

の方が参加できるよう最善を尽くしますので、新成人
全

員
で
素
晴
ら
し
い
式
を
創
り
ま
し
ょ
う
。（
多
鹿
直
人
）

思
う
存
分
楽
し
ん
で
、
思
い
出
に
残
し
ま
し
ょ
う
!!（
足
立
快
斗
）　

青
春
時
代を
一緒
に過
ごし
た友
と語り

合い、大
人としての一歩を皆で踏み出しましょう♪（儀間明日花）　

み
ん

な
で
思
い
出
に
残
る
成
人
式
に
し
よ
う
。（
北
山
真
吾
）

新
成
人
の
み
な
さ
ん
、“

大
人
に
な
った
で～
”“
まだ
ガキ
やわ
～”“

なんと
か生き

てるよ～”今の自分の姿を見せに来てください。（増田有希）　最高の成人式に
し
ま
し

ょ
う
！
（
福
岡
み
さ
き
）

み
ん
な
で
心
に
残
る
成
人
式
に
し
よ
う
☆（
丹
生
比
香

梨
）　
　
　　
　久
しぶ
りの
再会
、楽し

みにしています！（田中裕也）　　　　今日という日を
、

生
涯
忘
れ
な
い
大
切
な
一
日
に
し
ま
し
ょ
う
！
（
橋
本
憧
悟
）

み
ん
な
に
会
え
る
の
が
ほ
ん
ま

に
楽
し
みで
す！
最高
の成
人式
にしま

しょー。（依藤聖子）　　　　　　　夢を持つって素晴らし
い
！（

堀
口
愛
水
）

成
人
式
で
、
み
ん
な
に
会
え
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す！
（中
垣一
輝）
　　
　　
　　
　　　

　　夢は
実現しなきゃ意味がないが、焦らずマイペースでいきましょ。叶っ

た
と

き
は
お
祝
い
し
ま
し
ょ
っ
！
（
藤
尾
祐
唯
）

自
分
の
夢
は
自
分

の
も
の
。い
ろい
ろあ
って
いい
と思
う！
お互い

自分の
夢叶えられるように頑張りましょう。（真嶋早希）　成人式楽しんだらええや

ん
！（

正
殿
 大
）

◆オープニング　9：30～

◆第1部　9：40～ 10：10

【プログラム】

「～あんなこと、こんなことあったやん～」
　　市長と新成人による全員参加型の
　インタビュー＆トーク

◆第２部　10：10～ 10：40

「～あの人にあいたいやん～」
　恩師からのビデオレターを中心に、思
い出の記録、祝福メッセージを上映

◆第３部　11：30～

「～ありがとうって言いたいやん～」
　中学校区ごとの同窓会を開催



白雲谷温泉ゆぴか　黍田町1000番地の1（☎70-0261）
営業時間　10：00～22：00（受付は21：30まで）

1月8日（日）・22日（日）
13：30～16：30

図書館

日 時

場 所

小学校漢字　18級からスーパー級

中学校漢字　6級から 1級

小学校計算　20級から 1級

中学校計算　9級からスーパーＥ級

スピード計算　初級・中級・上級

音　　　読　初級・中級・上級

検定部門

　※各級を合格された方には、合格認定証
　　を送付します。

問い合わせ先
教育委員会いきいき社会創造課
（☎63-2445）

「
検
定
問
題
に
集
中
し
て
、
脳
を
活
性
化
！
」

                                    

（
土
井
病
院
）
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干支石鹸プレゼント
　1月2日（月）、3日（火）の2日間は、各日、
先着500人に干支石鹸をプレゼントします。

営業時間延長のお知らせ
　1月2日（月）、3日（火）の2日間は、営業時間を通常より1時
間延長し、23時までとします（最終受付は22：30まで）。

新年のごあいさつ
明けましておめでとうございます。
おかげさまで「ゆぴか」は今年の3月で9年目を迎えます。
　今では、小野市が誇る県内屈指の天然温泉として親しまれ、
関西各地からも御来館いただいております。これは全国レベル
の泉質と大自然を満喫しながら入浴できる“癒し効果満点”の温
泉施設として高い評価をいただいている証しだと思っていま
す。
　4月には入浴者数300万人を達成する予定です。まだ入浴され
ていない方、疲れた体の癒しやストレス解消、病後の湯治場と
して、「大人の癒し所」白雲谷温泉ゆぴかを是非ご利用くださ
い。
　従業員一同、今年も笑顔でお迎えいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         支配人  

※数に限りがありますのでお早めにお越しください。

防犯・交通・防災などの安全・安心情報を
携帯電話やパソコンへメールで配信します。

“もしも”に備え、入って安心！
「小野市安全安心メール（チャイコムねっと）」　　　　　

【新規登録方法】
●問い合わせ先　防災・地域安全グループ（☎63-3387）

① ② ③ ④ ⑤

⑥

小野市安全安心
メールのご利用あ
りがとうございま
す。
SSL対応携帯電話
はこちらから

SSL非対応携帯電
話はこちらから

新規メール作成」を選び、

を直接入力し、空メー
ル（本文に何も入力し
ない）を送信する。
※下記の QR コードを
読み込み、空メールで
もOK

登録内容を確認し、よければ登録。
メール送信後、「小野市安全安心メール本登録完了」
メールが届くと、登録完了！

この度は、本サービ
スに仮登録いただき
ありがとうございま
す。…規約を読み、
本登録手続きを進め
てください。
利用規約

利用規約を読み同意
する
同意しない

配信希望の情報区分

以下の情報区分のす
べて、又はいずれか
１つ以上を選択して
ください。

□ 安全安心メール

個人情報入力画面
※は必須入力です。

※住所１

※氏名

※電話番号（半角で）

※性別
○男　○女選択

選択

- -

SSL対応か
わからない時は、

「SSL対応」から接続

※は必ず入力

「anzen@chaicom.com」

年　　度

平成13年度

平成14年度

平成15年度

平成16年度

平成17年度

平成18年度

平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

件　数

348

349

330

247

254

381

351

284

201

201

白雲谷温泉ゆぴか

※迷惑メール設定を解除してから手続きしてください。

　
不
法
投
棄
は
、
美
観
を
損
ね
る
だ
け

で
な
く
、
悪
臭
な
ど
に
よ
る
環
境
悪
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

市
で
は
、
不
法
投
棄
防
止
に
向
け
、
平

成
13
年
度
か
ら
「
環
境
美
化
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
右
表
の
と
お
り
、
不
法
投
棄
処
理
件

数
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

情
報
提
供
に
よ
り
発
見
し
た
不
法
投
棄

物
を
、
速
や
か
に
回
収
し
た
こ
と
で
、

不
法
投
棄
し
づ
ら
い
環
境
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
し
た
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、
環
境
負

荷
低
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
補
助
金
額
や
申
請
条
件
な
ど

は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
詳
細
は
、
左
記

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
　
１
６
８
６
）
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市
役
所
な
ど
公
共
機
関
の
職
員
を
名
乗
り
、
医
療
費

や
社
会
保
険
料
な
ど
の
還
付
金
手
続
き
と
偽
り
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
へ
誘
導
し
て
金
銭
を
だ
ま
し
取
る
還
付
金
詐
欺
が
全

国
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
手
続
き
を
「
今
日
中
」
な
ど
と
言
っ
て
、
冷
静
に
考

え
る
余
裕
を
与
え
ず
に
、
判
断
を
誤
ら
せ
る
ケ
ー
ス
や
、

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
、
比
較
的
、

操
作
が
周
囲
か
ら
見
逃
さ
れ
が
ち
な
場
所
へ
誘
導
す
る

な
ど
、
手
口
が
悪
質
化
し
て
い
ま
す
。

　
市
役
所
で
は
、
還
付
金
受
け
取
り
の
た
め
、
Ａ
Ｔ
Ｍ

の
操
作
を
求
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審
な
電
話

の
指
示
に
は
従
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

不
審
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察
署
や
小
野
市
消
費
生

活
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
☎
　
１
６
８
６
）
に
相
談
し
ま
し

ょ
う
。

家庭ですぐできる冬の取り組み

◯63

◯63
市
役
所
職
員
を
か
た
る

還
付
金
詐
欺
に
注
意
！

　極度の我慢は必要ない、継続的に取り
組むことができるエコライフです。実践
してみましょう。
◆屋内の断熱
　窓ガラスや床と部屋の間に空気層をつ
くることで、窓ガラスや床からの冷たい
外気の侵入を防ぎ、暖房効果がアップし
ます。
　①窓に空気層のある断熱シートを貼る
　②暖房時にカーテンやブラインドを閉
　　める 
　③床に断熱シートやカーペットを敷く
　④すき間テープなどを活用してすき間
　　風を防ぐ
◆衣類の工夫
　寒いからといって暖房器具の設定温度
を上げる前に着るものを工夫しましょ
う。
　①重ね着などによりあたたかくする
　②湯たんぽ、ひざかけなどを活用する

　
今
後
も
、
「
地
域
の
目
」
で
監
視
し
、

行
政
と
一
体
と
な
っ
た
不
法
投
棄
撲
滅

に
向
け
た
取
り
組
み
に
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら
、
生
活
環

境
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
警
察
へ
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
不
法
投
棄
や
野
外

焼
却
な
ど
で
お
困
り
の
際
も
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
今
年
度
、
多
く
の
申
請
を
い
た
だ
き
、

10
月
末
に
当
初
の
補
助
申
請
枠
に
達
し

て
い
ま
し
た
が
、
12
月
の
補
正
予
算
措

置
に
よ
り
、
追
加
補
助
が
可
能
と
な
り

　
　
祖
母
に
「
医
療
費
還
付
金
が
５
万
円
あ
る
」
と
市

　
役
所
の
も
っ
と
も
ら
し
い
部
署
を
名
乗
る
男
性
か
ら

　
電
話
が
あ
っ
た
。
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
つ
い
た
ら
電
話
す
る
よ

　
う
に
言
わ
れ
、
電
話
口
の
男
に
言
わ
れ
る
ま
ま
に
Ａ

　
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
い
た
ら
、
口
座
か
ら
５
万
円
を
振

　
り
込
む
操
作
を
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
銀
行
へ
行
き

　
残
高
照
会
を
し
て
、
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
が
つ
い

　
た
。

ー
不
法
投
棄
処
理
状
況
ー

事
例

　
　
ご
う
、
不
法
投
棄

目
指
せ
、
ご
み
の
な
い
美
し
い
町

防

　
　
加
決
定
！

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助

追



入
　
札 

「
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
」の

追
加
受
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

新
成
人
の
皆
さ
ん
！

国
民
年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

　
　
　
　
　
　

年
　
金 

年
金
相
談
に
お
越
し
を
　
　
　

　
　
　
　
　
　

統
計
調
査

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

な
ど
の
公
共
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

▼
無
料
期
間
　
１
月
９
日
㈷
ま
で

▼
対
象
　
中
学
生
、
高
校
生

※

ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
降
車
時
に
運
転
手

に
生
徒
手
帳
を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
交
通
政
策
グ
ル
ー

プ
（
☎
　
１
４
０
４
）

　
平
成
24
・
25
年
度
の
入
札
等
参
加
資

格
審
査
申
請
（
建
設
工
事
、
測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
）
を
受
け
付
け

ま
す
。

▼
対
象
　
現
在
、
登
録
が
な
い
方
で
、

市
発
注
の
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
の
入
札
・
見
積

に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
法
人
、
個
人
。

▼
申
請
書
類
　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
（
市
の
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
か
ら
「
指
名
願
・
入
札
情

報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
　
ま
た
、
財
政
課
窓
口
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
２
月
１
日
㈬
か
ら
15
日

㈬
ま
で
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
　
　
　
　
　
　
　

　
財
政
課
（
☎
　
１
０
１
４
）

　
労
働
力
調
査
は
、
就
業
・
不
就
業
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
２
月
か
ら
中
番
町
の
一
部
を
対

象
と
し
て
行
い
ま
す
。

　
統
計
調
査
員
が
対
象
の
世
帯
へ
伺
い

ま
し
た
際
は
、
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
兵
庫
県
企
画
県
民

部
統
計
課
人
口
統
計
係
（
☎
０
７
８

－

３
６
２－

４
１
２
７
）
市
総
務
課

総
務
係
（
☎
　
３
６
１
５
）

▼
日
時
　
１
月
25
日
㈬
10
時
か
ら
15
時

30
分
ま
で

▼
内
容
　
明
石
年
金
事
務
所
の
職
員
ら

が
年
金
請
求
手
続
き
・
ね
ん
き
ん
特

別
便
・
そ
の
他
年
金
に
関
す
る
相
談

な
ど
に
応
じ
ま
す
。

▼
場
所
　
伝
統
産
業
会
館
２
階

※

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

　
予
約
が
必
要
で
す
。
市
民
課
市
民
係

　
の
窓
口
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

　
話
で
も
可
）。

▼
定
員
　
48
人

▼
予
約
申
し
込
み
確
認
事
項
　
住
所
・

氏
名
・
生
年
月
日
・
基
礎
年
金
番
号
・

電
話
番
号
・
相
談
内
容

▼
予
約
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係
（
☎
　
１
０
１
６
）

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
20
歳
は
国
民
年
金
に
加
入

す
る
歳
で
す
。
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
厚
生
年
金
な

ど
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
を
除
き
、
国

民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　「
年
金
な
ん
て
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と

…

。」
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
が
い

が
残
っ
た
り
し
た
と
き
な
ど
の
人
生
の

「
万
が
一
」
の
サ
ポ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
加
入
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
を
忘
れ
る
と
、
年
金
を
受
け
取

る
権
利
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。

　
収
入
が
少
な
く
、
保
険
料
が
払
え
な

い
学
生
や
20
代
の
若
者
の
た
め
に
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
や
「
申
請
免
除
制

度
（
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
）」
が
あ

り
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
「
年
金
手

帳
」が
送
ら
れ
ま
す
。こ
の「
年
金
手
帳
」

は
、
加
入
制
度
が
変
わ
っ
た
時
や
、
年

金
を
受
け
取
る
と
き
な
ど
一
生
を
通
し

て
使
用
し
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
市
民
課
市
民
係

（
☎
　
１
０
１
６
）

暮
ら
し
の
情
報

市
職
員
募
集
・
税
金
・
ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
お
得
情
報
・
入
札
・
統
計
調
査
・
年
金   
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◆
国
民
年
金
は
加
入
し
な
い
と
い
け
な
い
？

◆
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
い
と
き
は
？

◆
年
金
手
帳
は
大
切
に
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給
与
所
得
者
の
大
部
分
は
、
年
末
調

整
に
よ
り
所
得
税
が
精
算
さ
れ
る
た
め
、

確
定
申
告
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
給

与
所
得
者
で
も
確
定
申
告
が
必
要
な
場

合
や
、
確
定
申
告
に
よ
り
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
が
必
要
な

い
方
で
も
、
次
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は

ま
り
、
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
が
納
め

過
ぎ
に
な
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
申
告

す
る
こ
と
で
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

①
雑
損
控
除
（
災
害
や
盗
難
に
よ
る
資

産
に
受
け
た
損
害
の
控
除
）
の
申
告

を
さ
れ
る
方

②
医
療
費
控
除
（
病
気
な
ど
で
支
払
っ

た
多
額
の
医
療
費
の
控
除
）
の
申
告

を
さ
れ
る
方

③
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
借
入
金

に
よ
る
家
屋
の
新
築
、
購
入
、
増
改

築
を
行
っ
た
場
合
）
の
申
告
を
さ
れ

る
方

④
収
入
が
年
間
１
０
３
万
円
未
満
の
給

与
の
み
の
方
で
、
勤
務
先
で
年
末
調

整
が
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

　
23
年
分
所
得
の
申
告
期
間
（
２
月
16

日
か
ら
）
前
に
提
出
さ
れ
る
方
は
社
税

務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
（
平
日
８

時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
）

　
自
宅
な
ど
か
ら
国
税
庁
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）

確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
へ
接
続

し
て
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
納
付
の
申

告
・
還
付
申
告
と
も
に
、
１
月
４
日
か

ら
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
。

▼
事
前
に
準
備
い
た
だ
く
も
の

・
電
子
証
明
書
（
市
民
課
で
発
行
）

・
I
C
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
環
境
の
あ
る

パ
ソ
コ
ン

▼
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
利
用
の
メ
リ
ッ
ト

・
期
限
内
申
告
で
最
高
４
，
０
０
０
円

の
税
額
控
除
（
平
成
19
〜
24
年
分
の

間
で
１
回
の
み
）

・
本
来
添
付
が
必
要
な
書
類
の
記
載
内

容
を
入
力
・
送
信
す
れ
ば
書
類
の
提

出
・
提
示
が
省
略
可

・
還
付
金
の
処
理
が
さ
ら
に
早
く
な
る

※
市
役
所
で
受
け
付
け
す
る
確
定
申
告

相
談
の
詳
細
は
広
報
２
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

　
　
市
役
所
会
場
で
は
、
来
庁
者
が
集

中
し
た
場
合
、
長
時
間
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
社
税
務
署

　（
☎
０
７
９
５
　
０
２
２
３
）、
市
税

務
課
（
☎
　
１
０
０
０
内
線
５
８
４
）

　
１
月
１
日
現
在
で
、
会
社
や
個
人
が

事
業
の
た
め
に
所
有
さ
れ
て
い
る
資
産

（
土
地
、
家
屋
お
よ
び
課
税
さ
れ
て
い

る
自
動
車
な
ど
は
除
く
）
は
、
固
定
資

産
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
該
当

す
る
事
業
用
資
産
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
、
償
却
資
産
の
申
告
を
し
て
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※

ｅ
L
Ｔ
A
X
に
よ
る
電
子
申
告
も
可

能
。

▼
申
告
期
限
　
１
月
24
日
㈫

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
税
務
課
資
産
税
係

（
☎
　
１
６
８
９
）

　
中
・
高
校
生
が
移
動
し
や
す
い
よ
う

に
、
冬
休
み
期
間
限
定
で「
ら
ん
♡
ら

ん
バ
ス
」の
運
賃
を
無
料
に
し
て
い
ま
す
。

　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
や
図
書
館

市
職
員（
看
護
師
）募
集

税
　
金 

還
付
申
告
書
は
　
　
　
　
　
　
　
　

１
月
４
日
か
ら
提
出
で
き
ま
す

　
　
　
　
　
　

確
定
申
告
は
ｅ‐

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　

償
却
資
産
の
申
告
を
！

　
　
　
　
　
　

◯63

◯63

◯42

ら
ん
♡
ら
ん
バ
ス
お
得
情
報

冬
休
み
期
間
限
定
　
　
　
　
　
　

中
・
高
校
生
の
運
賃
無
料
実
施
中

　
　
　
　
　
　

職　　　種 採用予
定人数

受 験 資 格 受付期間試験日・
選考方法

昭和41年4月2日以
降に生まれた方
で、看護師免許を
有する方、または
平成24年3月末ま
でに同免許を取得
見込みの方

13人
程度

2月9日（木）
・面接試験
・作文試験

看護師
※平成24年4月採用

1月17日（火）　　
～31日（火）　

　※土・日を除く 

所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
方

還
付
申
告
の
方
法

の



暮
ら
し
の
情
報

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ
・
福
祉

広報「おの」　2012.115

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高

齢
者
の
も
の
忘
れ
や
う
つ
病
な
ど
、
こ

こ
ろ
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
最
近
、
も
の
忘
れ
が
ひ
ん
ぱ
ん
に

な
っ
て
き
た
」
「
よ
く
眠
れ
な
い
」

「
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で
人
と
交
流

を
も
て
な
く
な
っ
て
き
た
」
と
い
っ
た

悩
み
を
お
持
ち
の
方
に
、
精
神
保
健
福

祉
士
ら
相
談
員
が
お
話
を
聞
き
、
適
切

な
医
療
機
関
・
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
り
、

こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し
ま
す
。

▼
対
象

○
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方
、
ま
た

　
は
そ
の
家
族

○
市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
若
年
性
認

　
知
症
（
疑
い
）
の
方
、
ま
た
は
そ
の

　
家
族

▼
相
談
日
時
　
１
月
18
日
㈬
13
時
30
分

　
か
ら
16
時
30
分
ま
で

※

相
談
時
間
１
人
50
分

※

事
前
に
電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
　

　
相
談
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
地
域

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
　
２
１
７
４
）

　
こ
の
特
別
給
付
金
は
、
戦
傷
病
者
を

永
年
介
護
さ
れ
て
き
た
奥
様
に
対
し
、

支
給
す
る
も
の
で
す
。

▼
対
象
　
支
給
対
象
と
な
る
妻
は
、
①

　
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
新
た
に
戦
傷
病
者
の
妻
に
な
ら
れ
た

　
方

○
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
23
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
夫
が
戦
傷
病
者
と

し
て
、
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
特

例
傷
病
恩
給
、
障
害
年
金
な
ど
（
以

下
、
増
加
恩
給
等
）
を
初
め
て
受
け

る
こ
と
と
な
っ
た
場
合

○
平
成
15
年
４
月
２
日
か
ら
23
年
４
月

１
日
ま
で
の
間
に
、
増
加
恩
給
等
を

受
け
て
い
る
戦
傷
病
者
の
方
と
婚
姻

し
た
場
合

②
「
第
18
回
特
別
給
付
金
」
ま
た
は

「
第
20
回
特
別
給
付
金
」
を
受
け
て

い
た
戦
傷
病
者
の
妻
で
、
平
成
15
年

４
月
１
日
か
ら
18
年
９
月
30
日
ま
で

の
間
に
、
戦
傷
病
者
で
あ
る
夫
が
一

般
の
怪
我
や
病
気
で
亡
く
な
ら
れ
た

（
平
病
死
さ
れ
た
）
方 

▼
内
容

　
【
右
記
①
に
該
当
す
る
方
】
額
面
15

　
万
円
（
軽
症
の
場
合
は
半
額
）
、
５

　
年
償
還
の
記
名
国
債 

　
【
上
記
②
に
該
当
す
る
方
】
額
面
５

　
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債 

▼
請
求
期
間
　
平
成
23
年
10
月
１
日
か

ら
26
年
９
月
30
日
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
社
会
援
護
課
　

（
☎
０
７
８－

３
６
２－

３
２
０
４
）、

　
市
高
齢
介
護
課
長
寿
福
祉
係

（
☎
　
１
５
０
９
）

　
福
祉
医
療
制
度
の
対
象
外
で
あ
る
訪

問
看
護
療
養
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
　
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た

は
２
級
を
お
持
ち
の
方
で
、
通
院
が

困
難
な
方
の
う
ち
訪
問
看
護
が
必
要

な
方
。
た
だ
し
、
市
民
税
所
得
割
が

２
３
５
，
０
０
０
円
未
満
の
世
帯
。

※

介
護
保
険
制
度
・
特
定
疾
患
医
療
給

付
制
度
が
優
先
と
な
り
ま
す
。

▼
助
成
額
　
医
療
費
の
利
用
者
負
担
が

１
割
と
な
る
よ
う
に
助
成
（
利
用
回

数
は
１
週
間
あ
た
り
３
回
を
限
度
と

し
、
超
え
た
部
分
は
自
己
負
担
）

▼
対
象
期
間
　
昨
年
４
月
か
ら
２
月
ま

で
の
利
用
分

▼
申
請
方
法
　
訪
問
看
護
事
業
者
発
行

　
の
領
収
書
（
写
し
可
）
、
健
康
保
険

　
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
添
え
て
社

　
会
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限
　
３
月
末

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
係
（
☎
　
１
０
１
１
）

　
県
立
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
の

相
談
員
が
、
結
婚
、
育
児
、
職
業
、
教

育
な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
通
訳
者
も
同
行
し
て
い
ま
す
の
で
、

当
事
者
に
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
健
聴

者
の
方
も
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
聴
覚
障
が
い
者
、
聴
覚
障
が

い
者
に
関
わ
ら
れ
て
い
る
方

▼
日
時
　
１
月
27
日
㈮
10
時
か
ら
16
時

ま
で

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
３
０
４

▼
相
談
員
　
甲
斐
更
紗
さ
ん
（
聴
覚
障

が
い
者
・
臨
床
心
理
士
）
、
手
話
通

訳
者

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
県
立
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
移
動
相
談
担
当
係

（
☎
０
７
８－

８
０
５－

４
１
７
５

　
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
８－

８
０
５－

４
１

９
２
）

戦
傷
病
者
ら
の
妻
へ
　
　
　
　
　

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

市
在
宅
重
度
身
体
障
が
い
者（
児
）の

訪
問
看
護
支
援
事
業
へ
申
請
を
　
　
　

◯63

◯63

◯63

エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
パ
ー
テ
ィ

「
フ
ラ
＆
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
」・
　
　
　
　 

福
　
祉

　
記
念
パ
ー
テ
ィ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
福
島
県
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ

イ
ア
ン
ズ
で
フ
ラ
ガ
ー
ル
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
リ
ノ
ラ
ニ
あ
ゆ
み
さ
ん
率
い
る

「
ハ
ー
ラ
ウ
　
ラ
ウ
ラ
ー
ナ
ニ
」
が
出

演
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ー
テ
ィ
の
メ
イ
ン
で
も
あ

る
参
加
者
代
表
者
と
桂
三
枝
さ
ん
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
毎
回
好
評
で
す
。

　
フ
ラ
＆
タ
ヒ
チ
ア
ン
ダ
ン
ス
と
桂
三

枝
さ
ん
の
楽
し
い
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
８
日
㈬
13
時
50
分
か
ら

16
時
ま
で

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
　

エ
ク
ラ
ホ
ー
ル

▼
内
容

○
パ
ー
テ
ィ
第
２
部
「
記
念
パ
ー

テ
ィ
」
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

○
パ
ー
テ
ィ
第
３
部
「
サ
ン
・
ス
テ
ー

ジ
」

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
方

▼
募
集
人
員
　
２
５
０
人
程
度

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※

当
選
者
に
は
、
ハ
ガ
キ
で
参
加
券
を

郵
送
し
ま
す
（
座
席
指
定
を
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
）。

▼
締
め
切
り
日
　
１
月
20
日
㈮
必
着

▼
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ク
ス
で

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を

記
入
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
応
募
は
１
枚
に
つ
き
３
人
ま
で
）。

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
７
５－

１
３
８
０
　
小
野
市
王

子
町
８
０
６
番
地
の
１

　
エ
イ
ジ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
事
業
実
行
委

員
会
事
務
局
（
高
齢
介
護
課
長
寿
福

祉
係
・
☎
　
１
５
０
９
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　

２
７
３
５
）

　
病
気
の
こ
と
や
認
知
症
の
ご
本
人
の

気
持
ち
、
認
知
症
の
方
へ
の
接
し
方
な

ど
に
つ
い
て
全
校
生
徒
と
保
護
者
の
方

に
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
の
あ

る
病
気
で
す
。
認
知
症
の
方
を
地
域
で

あ
た
た
か
く
見
守
る
た
め
に
、
中
学
生

の
皆
さ
ん
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
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◯63

◯64

も
の
忘
れ
・
う
つ
相
談《
予
約
制
》

「
聴
覚
障
が
い
者
移
動
相
談
」開
催

桂
三
枝
さ
ん
の「
サ
ン
・
ス
テ
ー
ジ
」

観
覧
者
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援
を

目
的
に
、
「
福
島
県
観
光
物
産
展
」

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▼
時
間
　
12
時
か
ら
16
時
（
予
定
）

福
島
県
観
光
物
産
展
を
開
催

平
成
23
年
11
月
8
日
　
小
野
南
中
学
校
で

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子
講
演
会
」で
認
知
症
を
学
ぶ

　
〜
認
知
症
の
方
を
地
域
で
支
え
よ
う
〜

◎認知症なんてまだ関係ない、他人ごとと思っていた
けど、そんなこと言っていられないと思いました。自
分が老後、認知症になることも考えられます。もし友
人や周りの人がなるようなことがあればしっかり思い
出して行動したいです。

◎私のおばあちゃんが認知症なので、どんな対応をし
てあげればいいか分かってよかったです。いつもきつ
く言ってしまっていたので、直していきたいと思いま
した。

◎今まで認知症という言葉は知っていたけど、どのよ
うな症状か具体的にわかってよかった。周りに困って
いる高齢者がいたら、認知症とか関係なく手助けした
いと思いました。

◎認知症の人に対しては、きつく注意するのではなく
優しく丁寧に接し、ゆっくりと話をすることが大切だ
とわかりました。しっかりと気持ちを受け入れてあげ
ることの大切さもわかりました。

地域包括支援センター（☎63-2174）

生徒の皆さんからいただいた
感想の一部を紹介します。

同時
開催

昨年の「サン・ステージ」のようす
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ロ
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国
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国
際
交
流
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

６２　

６２　

☎
○
6
7
6
3
・
F
A
X
○
2
4
0
0

　koryu.ono@
ksks-arche.jp

▼
対
象
　
平
成
24
年
３
月
新
規
大
学
等

卒
業
予
定
者
／
平
成
21
年
３
月
以
降

の
既
卒
者
／
平
成
24
年
３
月
高
校
卒

業
予
定
者
／
若
年
求
職
者
（
40
歳
未

満
）

▼
参
加
事
業
所
　
北
播
磨
地
域
の
企
業

30
社

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西

脇
（
☎
０
７
９
５
　
３
１
８
１
）

　
毎
年
１
、
２
月
は
寒
さ
の
厳
し
く
な

る
時
期
で
す
。
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度

以
下
に
な
る
と
、
水
道
水
は
凍
結
し
て

出
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
屋
外
に
露
出
し
て
い
る
配
管
・

蛇
口
な
ど
は
凍
結
し
や
す
く
、
場
合
に

よ
っ
て
は
器
具
が
破
損
し
、
漏
水
し
ま

す
。
毛
布
を
巻
く
な
ど
し
て
事
前
に
防

寒
措
置
を
施
し
ま
し
ょ
う
。

　
万
一
、
蛇
口
な
ど
が
破
損
し
、
漏
水

が
発
生
し
た
場
合
は
、
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ

さ
い
。
事
業
者
の
一
覧
は
水
道
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
水
道
お
客
様
セ
ン

タ
ー
（
☎
　
１
０
１
２
）

　
異
国
料
理
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!
　
市
内

在
住
ネ
パ
ー
ル
人
シ
ェ
フ
か
ら
本
格
的

な
カ
レ
ー
を
学
び
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
26
日
㈰
14
時
30
分
か
ら

16
時
30
分
ま
で
（
受
付
14
時
）

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
　
調
理
室

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
１
，
０
０
０
円

▼
メ
ニ
ュ
ー
　
チ
キ
ン
カ
レ
ー
・
ミ
ッ

ク
ス
野
菜
カ
レ
ー
・
サ
モ
サ
・
チ
ャ

パ
テ
ィ
ー
・
ア
チ
ャ
ル
（
漬
物
）

▼
講
師
　
ガ
ワ
リ 

ナ
ラ
ヤ
ン
さ
ん

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
ふ

き
ん
・
筆
記
用
具

◆
初
級
ク
ラ
ス
◆

▼
日
時
　
１
月
25
日
、
２
月
１
日
・
15

日
・
22
日
・
29
日
、
３
月
７
日
（
い

ず
れ
も
水
曜
日
）
20
時
か
ら
21
時
ま

で
▼
講
師
　
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン 

チ
ェ
イ
ス

　
さ
ん
（
小
学
校
英
語
指
導
助
手
）

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
の
方
（
中
学
２

年
生
レ
ベ
ル
の
英
文
法
が
理
解
で
き

る
方
）

◆
中
級
ク
ラ
ス
◆

▼
日
時
　
１
月
23
日
・
30
日
、
２
月
６

日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
（
い
ず
れ

も
月
曜
日
）
20
時
か
ら
21
時
ま
で

▼
講
師
　
ロ
バ
ー
ト
　
ナ
ガ
ロ
さ
ん

（
小
学
校
英
語
指
導
助
手
）

▼
対
象
　
中
学
生
以
上
の
方
（
中
学
３

年
生
レ
ベ
ル
の
英
文
法
が
理
解
で
き

る
方
）

◆
各
ク
ラ
ス
共
通
◆

▼
場
所
　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ 

サ
ー
ク
ル
室
Ａ
・
Ｂ

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
受
講
料
　
６
回
で
４
，
５
０
０
円

（
当
協
会
会
員
は
、
４
，
０
０
０

円
）。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
Ｎ
Ｐ

　
Ｏ
法
人
　
小
野
市
国
際
交
流
協
会
事

　
務
局

　
１
月
１
日
現
在
で
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す
。

　
今
回
、
登
録
で
き
る
方
は
、
次
の
要

件
を
満
た
す
方
で
す
。

▼
登
録
要
件

①
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
、
市
内

に
住
所
を
有
す
る
方

②
満
20
歳
以
上
の
方
（
平
成
４
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
、
耕
作
の

業
務
を
営
む
方

④
前
記
③
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
配
偶

者
で
、
年
間
お
お
む
ね
60
日
以
上
耕

作
す
る
方

　
名
簿
登
録
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で

す
。
申
請
書
は
町
役
員
を
通
じ
て
配
布

し
ま
す
（
農
業
委
員
会
に
も
設
置
）。

　
登
録
が
な
い
と
選
挙
権
が
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
要
件
を
満
た
す
方
は
１
月
10

日
㈫
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
細
・
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員

会
（
☎
　
２
２
６
６
）

◯22

水
　
道

配
管
・
蛇
口
の
凍
結
に
ご
注
意
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

英
会
話
教
室
の
受
講
生
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
際
料
理
教
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ネ
パ
ー
ル
料
理
」の
受
講
生
募
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

申
し
込
み
方
法（
料
理
・
英
会
話
共
通
）

　
う
る
お
い
交
流
館
エ
ク
ラ
窓
口
に

　
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

　
項
を
記
入
の
う
え
、
受
講
料
を
添

　
え
て
事
務
局
ま
で
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

※

入
金
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場

　
合
、
受
講
料
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

農
　
業

農
業
に
従
事
し
て
い
る
方
は
　
　
　
　

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◯63

◯63

福
　
祉

戦
後
強
制
抑
留
者
の
皆
さ
ん
へ

特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
　
地

「
用
途
地
域
の
見
直
し（
案
）

に
係
る
説
明
会
」を
開
催
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市
場
町
南
山
地
区
地
区
計
画

の
変
更（
原
案
）を
縦
覧
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
市
商
工
業
優
良
従
業
員
の
　

表
彰
候
補
者
を
推
薦
し
て
く
だ
さ
い
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

産
　
業

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
実
施

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

「
ワ
ー
ク
フ
ェ
ア
・
イ
ン
北
播
磨
２
０
１
２
」開
催

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に
対
す

る
特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

請
求
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
独
立

行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
ま

で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
ま
た
は
モ

ン
ゴ
ル
国
の
地
域
に
お
け
る
戦
後
強

制
抑
留
者
で
平
成
22
年
６
月
16
日
に

日
本
国
籍
を
有
す
る
ご
存
命
の
方
。

【
特
別
措
置
法
施
行
日
（
平
成
22
年

６
月
16
日
）
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す
が
、

施
行
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご

遺
族
ら
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
】

▼
請
求
受
付
期
間
　
３
月
31
日
㈯
ま
で

▼
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
　
独
立
行
政

法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
　
事

業
部
特
別
給
付
金
認
定
担
当

 

【
☎
０
５
７
０－

０
５
９－

２
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
、
Ｉ
Ｐ
電
話
、

Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
☎
０
３－

５
８
６
０

－

２
７
４
８
】

※

電
話
の
受
付
は
、
平
日
９
時
か
ら
18

時
ま
で
。
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

▼
日
時
　
１
月
16
日
㈪
19
時
か
ら

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
２
階
　
視
聴

覚
室

▼
対
象
地
区
　
王
子
町
・
敷
地
町
・
中

島
町
地
区

▼
閲
覧
　
説
明
会
開
催
日
ま
で
の
間
、

見
直
し
案
を
ま
ち
づ
く
り
課
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
期
間
　
１
月
17
日
㈫
か
ら
１
月
30
日

㈪
ま
で

▼
場
所
　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整
備
係

　
経
済
産
業
省
・
総
務
省
・
兵
庫
県
・

小
野
市
で
は
、
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調

査
を
２
月
１
日
時
点
で
実
施
し
ま
す
。

▼
目
的
　
経
済
セ
ン
サ
ス
は
、
全
国
す

　
べ
て
の
事
業
所
や
企
業
を
対
象
に
、

　
日
本
の
経
済
活
動
の
実
態
を
明
ら
か

　
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
今
回
の
活
動
調
査
は
、
事
業
所
や

　
企
業
の
産
業
、
従
業
者
規
模
な
ど
の

　
基
本
的
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

　
に
平
成
21
年
度
に
行
っ
た
「
基
礎
調

　
査
」
の
情
報
を
活
用
し
て
、
売
上
高

　
や
費
用
な
ど
の
経
理
項
目
の
把
握
に

　
重
点
を
置
い
て
行
い
ま
す
。

▼
秘
密
厳
守
　
提
出
い
た
だ
く
調
査
票

は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の

秘
密
を
厳
守
し
ま
す
の
で
、
正
確
な

記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
日
時
　
１
月
中
旬
か
ら
調
査
員

が
調
査
票
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
課
商
工
振
興

係
（
☎
　
１
９
２
８
）

　
市
で
は
、
市
内
の
商
工
業
に
属
す
る

事
業
所
に
勤
務
さ
れ
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
さ
れ
る
方
を
「
小
野
市
商
工
業

優
良
従
業
員
表
彰
制
度
要
綱
」
に
基
づ

き
表
彰
し
ま
す
。

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
従
業
員
を
雇

用
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
方
は
、
ご
推

薦
く
だ
さ
い
。

▼
対
象

①
永
年
勤
続
賞
　
20
年
以
上
市
内
に
あ

る
同
一
事
業
所
に
勤
務
し
、
そ
の
成

績
が
優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

（
平
成
23
年
12
月
１
日
現
在
）

②
企
業
功
績
賞
　
事
業
所
の
発
展
に
大

き
く
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
表
彰
を

受
け
る
に
値
す
る
方

▼
募
集
期
間
　
１
月
５
日
㈭
か
ら
２
月

３
日
㈮
ま
で

▼
推
薦
方
法
　
産
業
課
備
え
付
け
、
ま

た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
推
薦
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
産
業
課
商
工
振
興
係

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
産
業
課
商
工
振
興

係
（
☎
　
１
９
２
８
）

▼
日
時
　
２
月
２
日
㈭
13
時
30
分
か
ら

16
時
ま
で
（
受
付
15
時
30
分
ま
で
）

▼
場
所
　
西
脇
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
２
階

（
西
脇
市
西
脇
９
９
１
）
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◯63

◯63

▼
問
い
合
わ
せ
先
（
共
通
）

　
ま
ち
づ
く
り
課
都
市
整
備
係

 

（
☎
　
１
８
８
４
）



暮
ら
し
の
情
報

ス
ポ
ー
ツ
・
観
光
・
消
防
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火
災
統
計
（
11
月
末
現
在
）

火災件数

平成２２年

平成２３年

4

1

17

27

11月 累計

火災種別累計件数

 
建物火災 
林野火災 
車両火災
その他火災※ 
累計  

件　数火災種別

8
6
0
13
27

※

雑
草
・
廃
材
な
ど
の
火
災

消
　
防

消
火
訓
練
を
行
い
ま
す

　
　
　
　

　　

◯63

◯63

▼
日
時
　
２
月
25
日
㈯
９
時
集
合

※

雨
天
中
止
。

▼
集
合
場
所
　
Ｊ
Ｒ
小
野
町
駅

※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
コ
ー
ス
　
小
野
町
駅
↓
鴨
池
↓
み
と

ろ
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ク
（
昼
食
）
↓
漕

艇
セ
ン
タ
ー
↓
白
雲
谷
温
泉
ゆ
ぴ
か

（
約
13
㌔
）

※

山
中
を
歩
き
ま
す
の
で
、
足
元
の
悪

い
箇
所
が
あ
り
ま
す
。

▼
参
加
料
　
２
０
０
円
（
保
険
料
含

※

当
日
徴
収
し
ま
す
。

▼
定
員
　
２
０
０
人

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

▼
持
ち
物
　
弁
当
・
飲
料
・
敷
物
・
雨

具
・
探
訪
証
明
書
（
お
持
ち
で
な
い

方
に
は
当
日
発
行
し
ま
す
）

▼
申
し
込
み
方
法
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
必
要
事
項
】

○
往
信
の
文
面…

参
加
者
全
員
の
①
住

所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号

○
返
信
の
宛
名
面…

申
し
込
み
者
（
代

表
者
）
の
氏
名
お
よ
び
送
付
先

▼
申
し
込
み
期
限
　
２
月
10
日
㈮
必
着

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
７
５－

１
３
８
０
　
小
野
市
王

　
子
町
８
０
６
番
地
の
１
　
小
野
市
観

　
光
協
会
事
務
局

　
（
観
光
課
内
・
☎
　
１
９
２
９
）

　
１
月
26
日
㈭
は
『
文
化
財
防
火

デ
ー
』
で
す
。
毎
年
こ
の
日
を
中
心
に
、

火
災
か
ら
文
化
財
を
守
る
た
め
、
全
国

各
地
で
文
化
財
防
火
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
で
は
、
浄
谷
町
に
あ
る

国
宝
浄
土
寺
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
に
、

消
防
本
部
・
消
防
団
・
浄
谷
町
住
民
が

合
同
で
消
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
１
月
22
日
㈰
８
時
か
ら
（
雨

天
決
行
）

▼
場
所
　
浄
土
寺
境
内
お
よ
び
周
辺
地

　
域

む
）

♦
消
防
本
部
（
☎
　
０
１
１
９
）

　　洗濯物をストーブの上や近くで乾かしていたことが
　　原因で、引火したケースも多くあります。
　また、ストーブ近くに置いていたスプレー缶に着火し、
スプレー缶が爆発したケースもあります。石油ストーブ
の周りには、物を置かないようにしましょう。

　こぼれた灯油がストーブの火に引
火し火災になる恐れがあります。
　また、ストーブを消火せずに燃料
を給油した場合に、ストーブに着火
する場合があり非常に危険です。

　
最近では、ふたの改良が進み、漏れ
にくい構造になっていますが、閉
まったと勘違いしてセットすること
で漏れ出し引火する可能性がありま
す。

　原因の多くはポリタンクにガソリ
ンを入れ保管している場合です。ガ
ソリンをポリタンクで保管すること
は消防法で禁止され
ています。ガソリン
は規定の携行缶に入
れて灯油とは別の場
所で保管しましょう。

全国で
石油ストーブの
売上が昨年の
約5倍！

節電の冬　火災に気を付けましょう！節電の冬　火災に気を付けましょう！
　今年の冬は節電意識の高まりから石油ストーブの需要が増加しています。
ストーブによる火災は近年減少傾向にありますが、例年この時期は多発して
いるため注意が必要です。また、火災の原因の多くは、誤った使用によるも
のです。以下のことに気を付けて使用しましょう。

　　火災原因で最も多いのは、燃料
　　タンクのふたの緩みによるもの
　　です。

ガソリンの誤給油により火災が
発生する場合があります。

1 2

3

ガソリン用携行缶

石油ストーブ
3つの注意点

ス
ポ
ー
ツ
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当
大
会
は
、
エ
キ
デ
ン
・
マ
ラ
ソ

ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
３
部
門
が
あ
り

ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
み
当
日
参
加

で
き
ま
す
。
コ
ー
ス
は
約
７
㌔
と
約
10

㌔
の
２
コ
ー
ス
。
（
マ
ラ
ソ
ン
・
エ
キ

デ
ン
の
申
込
期
限
は
１
月
６
日
㈮
）

▼
開
催
日
時
　
１
月
29
日
㈰
９
時
開

　
会
（
受
付
８
時
）

▼
場
所
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
周
辺

コ
ー
ス

▼
駐
車
場
　
ひ
ま
わ
り
の
丘
公
園
第

２
駐
車
場
／
給
食
セ
ン
タ
ー
駐
車

場
／
Ｊ
Ａ
兵
庫
み
ら
い
小
野
営
農

セ
ン
タ
ー
駐
車
場

※

神
戸
電
鉄
小
野
駅
か
ら
会
場
ま
で

無
料
臨
時
バ
ス
も
運
行
し
ま
す
。

▼
参
加
料
（
傷
害
保
険
料
含
む
）

●
マ
ラ
ソ
ン
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

・
中
学
生
以
下
３
０
０
円（
５
０
０
円
）

・
高
校
生
以
上
５
０
０
円（
８
０
０
円
）

※

（
　
）
内
は
７
日
以
降
に
申
し
込
ま

　
れ
た
場
合
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
料

●
エ
キ
デ
ン
（
１
チ
ー
ム
）

・
小
・
中
学
生
の
部
１
，
５
０
０
円

・
一
般
の
部
２
，
５
０
０
円

・
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
部
２
，
１
０
０
円

▼
申
し
込
み
方
法
（
３
と
お
り
）

○
各
コ
ミ
セ
ン
・
市
総
合
体
育
館（
ア

ル
ゴ
）・
匠
台
公
園
体
育
館
（
お
の
ア

ク
ト
）・
市
教
育
委
員
会
な
ど
に
備
え

付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
参
加
料
を
添
え
て
エ
ン

ト
リ
ー
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
用
紙
に
添
付
の
払
込
取
扱
票

で
、
郵
便
局
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）

で
振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
（
振
り

込
み
手
数
料
が
必
要
）。

※

エ
キ
デ
ン
の
部
や
親
子
マ
ラ
ソ
ン
の

部
に
参
加
さ
れ
る
方
は
、
代
金
払
い

込
み
が
済
ん
だ
ら
、
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
と
払
込
日
を
記
入
の
う
え
、

エ
ン
ト
リ
ー
先
に
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
携
帯
サ
イ
ト

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
コ
ン
ビ

ニ
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
支
払

い
可
）。

※

「
ア
ス
リ
ー
ト
ナ
ビ

　-navi.com

）
手
数
料
１
０
０
円

※

「
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

　.jp

）
」
手
数
料
２
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

○
エ
ン
ト
リ
ー
に
つ
い
て

　
㈱
チ
ョ
ッ
パ
ー
【
小
野
市
王
子
町

　
８
０
０
番
地
の
１ 

小
野
市
商
工
会

　
館
１
Ｆ
・
☎
　
８
２
０
０
（
平
日

　
９
時
〜
17
時
）
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
１

　
８
１
】

○
大
会
に
つ
い
て

　
体
育
保
健
課
（
☎
　
２
５
９
１
）

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
顕
著
な

成
績
を
残
し
た
選
手
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

に
貢
献
し
、
優
秀
な
選
手
育
成
に
尽
力

し
た
指
導
者
へ
の
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
表
彰
式
終
了
後
に
は
、
元

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
選
手
で
引
退
後
も

監
督
、
解
説
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

る
松
木
安
太
郎
さ
ん
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
開
催
日
時
　
２
月
12
日
㈰

表
彰
式
14
時
か
ら
／
講
演
会
15
時
か
ら

▼
場
所
　
小
野
市
民
会
館
　
大
ホ
ー
ル

▼
入
場
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法
　
市
内
公
共
施
設
の

窓
口
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
持
参
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
開
始
日
　
１
月
５
日
㈭

▼
定
員
　
５
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育

保
健
課
（
☎
　
２
５
９
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
１
８
４
２
）

　
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
制
定
に
よ
り
、

今
年
度
よ
り
、
「
体
育
指
導
委
員
」
の

名
称
が
、
「
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
に

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
選
出
し
て
い
る
「
町

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」
の
名
称
を
、

「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
に
変
更

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
体
育
保
健
課

　
（
☎
　
２
５
９
１
）

　
小
野
市
と
加
古
川
市
の
自
然
を
満
喫

す
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
す
。

　
鴨
池
に
は
シ
ベ
リ
ア
方
面
か
ら
鴨
や

白
鳥
が
飛
来
し
、
み
と
ろ
フ
ル
ー
ツ

パ
ー
ク
で
は
梅
の
花
が
見
頃
と
な
り
ま

す
。
こ
の
時
季
に
し
か
味
わ
う
こ
と
の

で
き
な
い
光
景
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

「
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
」を
　
　
　
　
　
　
　

「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」に
名
称
変
更
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

観
　
光

「
第
４
回 

加
古
川
　
小
野
ア
ル
プ
ス
周
辺

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」参
加
者
募
集
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
小
野
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

並
び
に
講
演
会
」開
催
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
１
２ 

Ｏ
Ｎ
Ｏ 

Ｒ
Ｕ
Ｎ 

ラ
ン 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ

（
１
月
ハ
ー
ト
フ
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
デ
ー
）

参
加
者
募
集

（http://athlete

（http://runnet

◯63

◯63

◯63

◯63

◯63
◯70



施 設
だ よ り
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おの夢館
上本町94番地（☎・FAX 63-2126）

　おの夢館のリニューアル
は順調に進んでいます。な
お、プレオープンは1月下
旬頃の予定です。
※現在も営業は行っています。

 

通
称
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
は
、
商
店
街
の

お
店
の
方
が
、
専
門
知
識
を
無
料
で
教

え
て
く
れ
る
少
人
数
制
の
講
座
で
す
。

▼
期
間
　
１
月
15
日
㈰
か
ら
２
月
29
日

㈬
ま
で
（
各
店
舗
ご
と
に
設
定
）

▼
場
所
　
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
開
催
店
舗

▼
受
講
料
　
無
料
（
別
途
材
料
費
要
）

※

詳
細
は
、
１
月
９
日
の
折
り
込
み
チ

ラ
シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▼
申
し
込
み
先
　
各
店
舗
に
直
接
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
商
工
会
議
所

（
☎
　
１
１
６
１
）
・
小
野
商
店
街

連
合
会
（
芝
本
☎
　
２
０
２
２
）

　
小
野
商
店
街
で
は
１
月
９
日
㈷
・
10

日
㈫
に
「
え
び
す
セ
ー
ル
」
を
行
い
ま

す
。
お
買
い
上
げ
金
額
に
応
じ
て
抽
選

券
を
配
布
し
、
特
賞
（
鳥
取
の
旅
）
な

ど
を
抽
選
に
よ
り
進
呈
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
小
野
商
店
街
フ
ジ

タ
洋
品
店
（
☎
　
４
６
０
７
）

小
野
商
店
街

「
得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」開
催   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

鳥
取
県
甘
エ
ビ
・
カ
ニ
食
べ
放
題

ツ
ア
ー
当
選
の
チ
ャ
ン
ス
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　http://

blog.livedoor.jp/onoyum
eyakata/

）

◯63

◯62
◯62

図書館
中島町64番地（☎62-0456・FAX62-0606）

●日　時　1月8日（日）10：00～11：00
●場　所　図書館2階　児童閲覧室
●対　象　市内在住の4歳～小学3年生（先着15人）
●内　容　15人（先着順）
●申し込み方法　図書館窓口カウンターで申し
　込みください（電話でも受け付け可）。
※工作に必要な道具は図書館が用意します。

1月の休館日

年始（1～3日）
24日（火）

7日（土）
14日（土）
21日（土）
28日（土）

1月のお話会

10：30～
14：00～・14：40～
10：30～
14：00～・14：40～

　

「工作教室」申し込み受付中

カウンターに、工夫を凝ら
した案内とともに展示して
いるテーマ別の本たち。
職員がおすすめ本を集めた
ものです。時事問題やペット、手芸に料理…と、
テーマは多岐にわたります。
内容は不定期に替わります。興味のある本を見
つけたら、ぜひもう１冊いかがですか？

『もう一冊、
  いかがですか？』

あお陶遊館アルテ
粟生町1816番地の7（☎・FAX 66-7789）

石膏に土をはめ込み、兜を形づくります。一味違
った陶器の兜づくりに参加してみませんか。
●日　時
【1回目】2月  8日（水）
【2回目】2月12日（日）
各回9：30～12：00
※どちらも内容は同じです。
●場　所　当館
●定　員　各回10人（先着順）
●対　象　小学生以上の方
●受講料　700円（市外の方1,000円）
●申し込み期間　１月5日（木）～25日（水）
●申し込み方法　当館窓口に備え付けの申込用紙
に必要事項を記入のうえ、申し込みください。

短期講座生募集～兜づくり～
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「
食
」
と
い
う
字
は
、
人
に
良
い
と

書
き
ま
す
。
食
は
人
が
生
き
る
た
め
の

栄
養
と
な
り
、
身
体
を
つ
く
る
活
力
の

源
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
家
族
や
友
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、

互
い
の
心
を
通
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

 

「
食
」
は
年
齢
や
成
長
に
応
じ
て
変

化
し
て
い
き
ま
す
が
、
乳
幼
児
期
か
ら

「
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
」
「
好
き

嫌
い
せ
ず
に
何
で
も
食
べ
る
」
な
ど
の

習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
離
乳
食
を
始
め
る
生
後
５
〜
６
か
月

ご
ろ
か
ら
は
、
食
材
・
味
・
食
感
を

「
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ま
せ
る
こ
と
」

が
重
要
で
す
。

　
ま
た
、
幼
児
期
に
入
る
と
、
自
我
が

芽
生
え
、
運
動
機
能
が
著
し
く
発
達
し

て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
食
欲
に
ム
ラ

が
あ
る
、
好
き
嫌
い
が
多
い
、
落
ち
着

い
て
食
べ
ら
れ
な
い
な
ど
、
保
護
者
の

方
に
と
っ
て
は
様
々
な
悩
み
が
生
じ
て

き
ま
す
。
子
ど
も
の
「
食
」
は
、
単
に

栄
養
面
だ
け
で
な
く
、
大
人
に
な
っ
て

か
ら
の
生
活
習
慣
病
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
ま
た
、
「
食
」
は
他
の
人
と
一
緒
に

楽
し
む
な
ど
社
会
生
活
で
の
ル
ー
ル
を

身
に
つ
け
る
こ
と
や
、
思
い
や
り
、
感

謝
の
気
持
ち
な
ど
を
育
み
、
こ
こ
ろ
豊

か
な
大
人
に
成
長
す
る
こ
と
に
も
影
響

し
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
旬
の
食
材
な
ど
を
使
う
季

節
の
節
目
に
あ
わ
せ
た
行
事
食
や
、
郷

土
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
伝
承
料
理
な
ど

を
作
り
味
わ
う
こ
と
で
、
地
域
へ
の
愛

着
が
生
ま
れ
育
ち
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
『
食
育
』
と
は
、
食
を

通
じ
た
心
の
教
育
と
捉
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
健
康
課
で
は
左
記
の
通
り
、
健
康
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
子
ど
も
の
健
全
な

発
育
と
食
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時
　
２
月
13
日
㈪
13
時
30
分
か
ら

15
時
30
分
ま
で

▼
場
所
　
コ
ミ
セ
ン
お
の
２
０
３

▼
内
容
　
①
講
話
②
噛
み
ご
た
え
の
あ

る
手
作
り
お
や
つ
と
、
地
元
で
採
れ

た
食
材
を
使
っ
た
料
理
の
試
食
③
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク

▼
対
象
　
２
〜
３
歳
の
お
子
さ
ん
を
持

つ
保
護
者

▼
定
員
　
30
人
（
先
着
順
）

※

託
児
あ
り
（
１
歳
未
満
の
乳
児
は
不

可
・
先
着
20
人
）

▼
参
加
料
　
無
料

▼
申
し
込
み
方
法
　
１
月
31
日
㈫
ま
で

に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
健
康

課
（
☎
　
３
９
７
７
・

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
１
４
２
５
）

 

市
内
在
住
、
在
勤
の
独
身
男
女
を
対

象
に
、
素
敵
な
出
逢
い
の
場
の
提
供
を

目
的
と
す
る
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
５
日
㈰
10
時
か
ら
19
時

ま
で

▼
対
象
　
市
内
在
住
、
在
勤
の
約
25
歳

か
ら
40
歳
ま
で
の
独
身
男
女
各
20
人

（
先
着
順
）

▼
場
所
　
神
戸
市
立
フ
ル
ー
ツ
・
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
（
バ
ス
移
動
）

▼
参
加
料
　
男
性
６
，
０
０
０
円
／
女

性
４
，
０
０
０
円

▼
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
カ

ー
ド
交
換
や
チ
ー
ム
対
抗
ク
イ
ズ
大

会
、
園
内
散
策
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な

ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
　
１
月

18
日
㈬
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
小

野
商
工
会
議
所
（
☎
　
１
１
６
１
）

ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

「
子
育
て
健
康
講
座
」受
講
者
募
集

年
始
の
救
急
歯
科
診
察

◯63◯63

◯63

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

ガ
ー
デ
ン
リ
ゾ
ー
ト
de
婚
活
！   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

〜
食
・
生
活
習
慣
〜

〜
成
長
へ
の
影
響
・
地
域
へ
の
愛
着
〜

「
家
庭
で
で
き
る
食
育
　
　
　
　
　
　
　

　
〜
健
康
な
体
と
心
を
育
て
よ
う
〜
」
　

●診察時間　9：00～12：00
※当番医は変更になる場合があります。受診前
　に確認してください。

当 番 医日 程

1月1日（日） 安田歯科医院（加東市新定）
☎0795－46－1231

2日（月） 藤原歯科医院（加東市沢部）
☎0795－42－1065

3日（火） よこた歯科医院（育ヶ丘町）
☎62－3434

（完成イメージ図）



広報「おの」　2012.123

施 設
だ よ り

市内のコミセン情報
詳しくは、各コミセンに問い合わせください。

市民ギャラリー展示案内

「事業PR活動パネル展」 NPO法人小野市国際交流協会 1/9～21
1/23～2/4

日　程

「和紙ちぎり絵サークル展」 和紙ちぎり絵サークル 　　    

展 示 内 容

「関西フィルハーモニー管弦楽団コンサート」

小野シネマナビ「1月映画会」

好評
発売中

当日券
800円

時

定 ￥  〆

●パワーポイント2007入門コース
　　2/6・7・13・14・20・21（月・火）19：00～21：00
　　20人　2,000円　1/5（木）～20（金）

「ITすくぅーる」受講生募集
【出店者募集】
●出店日時　3月3日(土)13：00～17：00、4日（日）
　10：00～15：00（原則両日出店）
●出店場所　小野商店街
●出店資格　市内在住・在勤の団体や個人を優先
【舞台出演者募集】
●日時　3月4日（日）10：00～15：00
●場所　愛宕神社境内特設舞台（小野商店街内）
●出演ジャンル　①音楽演奏②歌③ダンス④演舞
　　　　　　　　⑤その他
●資格　5人以上で構成された団体（サークル）
●申し込み期限　1月31日（火）
●申し込み方法　コミセンおの窓口に備え付けの
　申込用紙に必要事項を記入のうえ申し込みくだ
　さい。
●申し込み・問い合わせ先　小野地区地域づくり
　協議会事務局（コミセンおの内）

王子町806番地の1（☎63-1020）コミセンおの
「小野陣屋まつり」出店者・出演者募集

●前売券発売場所　
　市民会館、好古館、
　図書館、各コミセン
※一時保育あり（1歳～
　就学前のお子さん・
　先着20人・申し込みは
　2月3日までに）

●プログラム
○「関西フィルと一緒に
　歌おう合唱団・児童合
　唱団、演奏しよう吹奏
　楽団との共演」
○地元出身奏者とのピア
　ノコンチェルト
○藤岡幸夫「豪華絢爛  魅
　惑のリズム」

●日時　2月19日(日)15：00～
●場所　市民会館大ホール
●前売価格　一般2,000円、大学生1,000円、小･中
　高校生500円（全席自由・当日券は各500円増）
　※全席自由

一般ピアニスト公募で
選ばれた大谷 幸さん

「1枚のハガキ」
※ゴールドカード提示で500円

1月21日（土） 

❶10：00～ 
❷13：00～ 
❸16：00～

●東日本大震災被災者支援企画
　北播磨に避難してこられた被災者の方
　（ペア10組）をご招待。

下来住町71番地の3（☎・FAX63-7082）コミセンきすみの　

時

定 ￥  〆

●「パソコン教室Ⅲ　インターネット講座」
　  1/18（水）、2/1（水）・15（水） 14：00～16：00
　  10人　1,000円　1/11（水）　

定 ￥時

 〆

●「手打ちそば教室」
　　1/26（木）19：00～21：00　15人　500円　　  
　　1/16（月）

福住町247番地の5（☎・FAX  67-0044）コミセン下東条　

 〆

 〆

●「初級デジカメ教室」
　　夜コース   1/30、2/6・13（月）19：30～21：30
　　昼コース   2/12・26、3/4（日）14：00～16：00
　　30人　1,000円　1/20（金）定

定

￥

￥

時

時

●「初心者のデジカメ基礎講習会」
　　2/16（木）・23（木）、3/1（木）19：30～21：30
　　30人　1,000円　1/20（金）

王子町806番地の1（☎63-1020・FAX63-1138）

※詳細は問い合わせください ●期　間　12月27日まで
●内　容　今年のNHK大河ドラマ「平清盛」の  
　放送にあわせ、当館では、市内に残る源平
　合戦や義経の伝説に関するコーナー展示を
　行います。
　　市内では義経の伝説が有名でこれまでも
　広報などで紹介しましたが、源平合戦に関
　わる伝説も残っています。
　　このコーナー展では、それらの伝説を現
　地の写真などと共に紹介します。
●場　所　好古館常設展示室
●休館日　月曜日
●入館料　高校生以上200円、小中学生100円
※団体割引あり、ココロンカード持参の小中学生は無料

（祝日の場合は、その翌日が休館）

児童館チャイコム予定表（1～2月）
【ふれあいタイム】月～金（11：00～11：30）遊戯室
【つどいの広場】月・金・土（10：00～15：00）集会室

（都合により変更する場合があります）
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でまんど・チャイコム♪
「POCOのとびだすおもちゃ箱」 
子育て支援グループPOCOのおかあさんたち
による楽しいプログラムがてんこもりです。
　児童館から送迎バスも出ます。
●日　時　1月20日（金）10：30～11：30
●場　所　匠台公園体育館（おのアクト）
●対　象　子育て中の親子
●定　員　40組（先着順）※送迎バス利用者
　　　　　は先着9人
●持ち物　親子とも体育館シューズ、くつ袋
●参加料　無料
●申し込み方法　当館備え付けの申込用紙に
　必要事項を記入のうえ、申し込みください
　（ファクスも可）。

　

家で眠っている子ども服やおもちゃ、育児用
品を持ち寄って交換する「とりかえっこ」を開
催します。交換品を1月30日（月）から2月7
日（火）までの間に児童館へお持ちください。
とりかえっこ参加券をお渡しします。
●日　時　2月10日（金）10：00～11：20
●場　所　児童館チャイコム　遊戯室／集会室
●持ち帰り数　事前に持ってきた品物と同数
　（1家族最高7品まで）
※持ち帰り用の袋は、各自でご用意ください。
※育児用品の提供のみの受け付けもしています。

児童館チャイコム
浄谷町2859番地（☎・FAX63-8588）

好古館
西本町477番地（☎63-3390・FAX63-3462）

コーナ展「義経がやってきた！」

育児用品のとりかえっこ
～みんなでとりかえっこしませんか～

※送迎バス（大人往復200円）

《遊戯室》11：00～11：30
ふれあいタイム・パパサタサロンなど

日
《集会室》10：00～15：00
つどいの広場・エコ工作など

１/1
2
3
4
5
6

7

8
9
10
11
12
13
14
15

16

17
18
19
20
21
22
23
24

25

26

27

28
29
30
31
2/1
2

3

4
5
6
7
8
9
10

（日）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）

（土）

（日）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）
（土）
（日）

（月）

（火）
（水）
（木）
（金）
（土）
（日）
（月）
（火）

（水）

（木）

（金）

（土）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）

（金）

（土）
（日）
（月）
（火）
（水）
（木）
（金）

休 館 日

みんなでお祝いハッピーバースデーと
節分(10：30～11：30）

動く・こどもの館号
～みんなであそぼう～
(10：30～11：30）※申込者対象

でまんどチャイコム♪
「POCOのとびだすおもちゃ箱!」
(10：30～11：30）※申込者対象

            ̶

            ̶

0歳児・ほのぼのひろば（10：30～11：00）　             

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

            ̶

            ̶

            ̶

けんちゃんとあそぼう(10：30～11：30）            　　　　

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

1月生まれのお友だち集まれ！
（10：00～10：30）　　　　　　　　　　　

            ̶

            ̶

            ̶

おしゃべりタイム（10：30～）
　　

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう

おいしくもぐもぐ（10：30～11：30）※1歳児以上対象

            ̶

            ̶
            

            ̶

おしゃべりタイム（10：30～）　　　　　　

エコ工作を楽しもう

エコ工作を楽しもう　　　　　　　　　

おしゃべりタイム（10：30～）

            ̶

            ̶

            ̶

2月生まれのお友だち集まれ！
（9：45～10：15）　　　　　　　　　　　

            ̶

            ̶

おしゃべりタイム（10：30～）　　　　　

            ̶

            ̶

            ̶

育児用品のとりかえっこ（10：00～11：20）※事前に交換品を持参された方対象　　　　

にこにこ子育て相談（9：45～11：00）

お正月のあそびを楽しもう

親子で自由あそび

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう(読み聞かせ)

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなで体操1.2.3

親子で自由あそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

みんなでお祝い
ハッピーバースデー

みんなであそぼうリズムにのって

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなで体操1.2.3

パパサタサロン「鬼の面をつくろう」

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんな一緒にお話聞こう(読み聞かせ)

みんなであそぼうリズムにのって

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

親子で自由あそび

掲示板に表示する作品づくり

にこにこ子育て相談（9：45～11：00）

選んで遊ぼうコーナーあそび

お話を楽しもう（読み聞かせリーダー）

親子で自由あそび

親子で自由あそび

みんなであそぼうリズムにのって

選んで遊ぼうコーナーあそび

みんなで体操1.2.3

パパサタサロン
「伝承おもちゃをつくろう」
(10：30～11：00）※申込者対象

親子で自由あそび
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1月の休館日　24日（火）
--

北播磨の中、高、大学の吹奏楽部が、マラソン形式で
演奏をつなぎます。

◆出　演　旭丘中学校・小野中学校・滝野中学校
　　　　　兵教大附属中学校・小野高校・三木高校
　　　　　社高校・兵庫教育大学
◆ゲスト　大阪音楽大学　吹奏楽団
◆場　所　エクラホール
◆入場料　無料（全席自由）

BLACK BOTTOM BRASS BAND 
ジョイントライブ

春休み PAC子どものためのオーケストラ・コンサート

～吹奏楽～ school 楽演祭Ⅶ
みんなで創る市民参画型イベント

ステージとお客様がジョイントする、参加型
ライブです。

◆出　演　BLACK BOTTOM BRASS BAND
◆場　所　エクラホール
◆入場料　前売　一　　　般  1,500 円
　　　　　　　　高校生以下  1,000 円
　　　　　当日  各 300 円増（全席自由）
※未就学児の入場はお断りしています。

1月 9日 (祝) 14：00開演 1月 29日 (日)  　 11：00開演

好評
発売中

好評
発売中

3月 25日 (日)    14：00開演
ご家族連れで本格的なオーケストラの演奏を、
エクラホールで体感していただけます。

◆出　演　兵庫芸術文化センター管弦楽団
◆場　所　エクラホール
◆入場料　前売　一　　　般　2,000 円
　　　　　　　　高校生以下　1,000 円
　　　　　当日　各 300円増（全席指定）
※3歳からご入場いただけます。

◆講　　師　上芝 美恵さん

◆募集定員　20人（応募者多数の場合は抽選）
◆場　　所　大会議室ほか
◆参 加 料　無料
◆託　　児　無料（要予約・定員 10 人・1 歳以上
　　　　　　小学 3年生まで）　
◆締め切り　1月 20日（金）

●○ 男女共同参画センターからのお知らせ ○●

「そろそろ働きたいけれど…」そんなあなたに、
再就職に役立つ効果的なポイントを伝授！魅力
アップのためのパーソナルカラーを知り、面接
時のマナーや履歴書の効果的な自己PRの仕方
を学んでみませんか？

再就職チャレンジ講座
　　　「すぐに役立つ！ママのための再就職応援セミナー」

参加者
募集

◆日時・内容　下表の通り

日　　時 テ  ー  マ

面接時の好感度アップ術

効果的な履歴書の書き方

2/2（木）
10：00～ 12：00
2/9（木）
10：00～ 12：00

いずれの申し込み・
問い合わせもセンター
事務局まで。
（☎62-6765）

就業に関する
女性のためのチャレンジ相談
1 月 23日（月）も実施！！

（キャリアデベロップメントアドバイザー・
イメージコンサルタント）
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相談名 相談日時 相談場所 相談内容 担当課（電話番号）

市民サービス課相談室

生活上の問題・行政に関する相談

弁護士による法律的な解釈が
必要な問題など

一

般

相

談

障
が
い
者
相
談

子

ど

も

相

談

女
性
相
談

コミセンおの302号室

コミセンおの304号室

コミセンおの204号室

生活環境グループ

西庁舎１階

人権に関すること

小野市民病院
地域医療室内
医療福祉相談室

医療福祉に関する悩みなど

商品や契約の苦情に関する問題

農地に関すること

介護・認知症に関する相談等

うるおい交流館エクラ
事務室

生活上の問題

福祉事務所相談室 生活上の悩みなどの母子の
自立に向けた相談

小野市民病院
医療福祉相談室

看護師による
「医療に関する悩み」など

市民安全部
ヒューマンライフグループ

いじめ、虐待、DV、セクハラなど
いじめ相談

小野警視派出所2階 法律問題全般に関すること

子どもの健康・栄養・発達に
関すること

体のこと・性のこと

適応教室 不登校に関して、電話と面接相談
で応じます

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

乳幼児の子育ての悩みなど

うるおい交流館エクラ
相談室

女性が抱えるさまざまな問題
※託児可能（要予約・無料）

伝統産業会館内
保健センター

社会福祉協議会会議室 生計、職業、住宅、家族の悩みなど

西庁舎１階 障がい者（児）の日常生活に
おける相談

社会福祉協議会会議室

福祉事務所相談室 家庭環境、子育ての悩みなど
（養護、虐待など）

子育てに関すること

特に発育・栄養に関すること
児童館チャイコム

日常生活上での悩みごと

福祉事務所相談室
高齢介護課相談室

高齢介護課相談室

バリアフリー化など住宅改造に
関すること

市民サービス課
63-1013

人権啓発推進グループ
63-1243

小野市民病院
63-2020 内線188

生活環境グループ
63-1686

地域包括支援センター
63-2174

農業委員会
63-2266

高齢介護課・社会福祉課
63-1011

社会福祉協議会
63-2574

障害者地域生活・相談支援センター
63-1000 内線725・735

子育て支援課
（家庭児童相談室）
63-1645

児童館チャイコム
62-7020

保健センター
63-3977

来住保育所
（小野市地域子育て支援センター）

62-8428

男女共同参画センター
相談専用電話
63-8250

小野市民病院
63-2020 内線188

国際交流協会事務局
62-6763

いじめ担当グループ
62-4110

小野交通安全協会事務局
62-1410

法　律

市民・行政

要予約

要予約

人　権

要予約

要予約
あんしん窓口

消費生活

農　地

高齢者総合相談

住宅改造
（高齢者・障がい者向）

ふれあい福祉

障がい者総合相談

精神障がい者

知的障がい者

身体障がい者

児　童

子育て

にこにこ
子育て相談
子育て

安心ダイヤル
思春期

ホットダイヤル

不登校相談

乳幼児育児不安

女性のための相談

母子自立

いじめ等相談窓口
（ＯＮＯひまわりほっとライン）

法律相談

外国人生活相談

面接相談は要予約

女性のための
医療相談　　　

要予約

要予約

要予約

税務相談 第2庁舎第1会議室 税金に関すること
近畿税理士会・
社支部事務局  
0795-48-2055

社会福祉課障害福祉係
63-1011

子育て支援課
63-1645

お気軽にご相談ください。相談窓口相談窓口相談窓口 相談日が祝・祭日と重なるときは、休ませていただく場合があります。

適応教室
63-4175

月～金曜日
9：00～17：00

1月11日（水）・25日（水）
13：30～16：00

予約は4日の9時から受付します

1月18日（水）
13：30～15：30

1月11日（水）
10：00～14：00

月～金曜日
   9：00～12：00
13：00～16：00

月～金曜日
9：00～17：00

(消費生活相談員による相談は月・水・金）

月～金曜日
9：00～17：00

月～金曜日
9：00～17：00

火・木曜日
9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00
1月15日（日）

10：00～12：00
1月19日（木）

10：00～12：00
1月20日（金）

13：00～15：00

月～金曜日
9：00～16：00

月～土曜日
10：00～17：00
1月4日（水）

9：45～11：00

月～金曜日
9：00～16：30

月～金曜日
13：00～17：00

月～土曜日
9：00～16：00
（4日は休みます）

木曜日

月～金曜日
9：00～17：00

木曜日
13：30～16：00

 

木曜日
9：00～12：00

月～金曜日
9：00～17：00

毎月第1土曜日
13：00～16：00

1月5日（木）・1月19日（木）
13：00～16：00
※受付は15：30まで

（電話相談） 　9：30～11：30
（面接相談）13：00～16：00



Ｓ○

　市民の皆様、あけましてお
めでとうございます。正月の
本コラムは、干支にちなみ小
野市内に残る龍の伝説や文化
財を訪ねよう。今年1年、市
民の暮らしも市政も昇竜の勢
いとなるように願って。
　龍はもともと外来の想像上
の霊獣。誕生の地は中国とさ
れ、8000年程前にも遡ると

いう。殷・周の時代には青銅
器などに龍の絵や文様が現れ
る。水や雨とかかわる神聖な
生き物で、やがて王権と結び
ついていく。古代中国では皇
帝のシンボルとなり、龍の子
孫とする皇帝がいたり、皇帝
の顔を「龍顔」と呼んだ。
　日本へは弥生時代、朝鮮半
島を経て龍の信仰がもたらさ
れた。中国伝来の青銅鏡に龍
の絵が施されており、やがて
弥生土器に描かれるようにな
る。井戸や水辺での出土例があり、水神とさ
れていたようだ。兵庫県内では神戸市・玉津田
中遺跡のものなどが知られている。
　6世紀に仏教が伝来すると、仏教思想の中の
龍神信仰ももたらされ、やがて竜宮伝説も生
まれる。多くの社寺で龍神が祀られ、雨乞い
祭りと結びついていく。
　小野には残念ながら古代に遡る龍の資料は
なさそうだ。最古のものは、「龍翔ドーム」が
できて有名になった、河合中町・八ケ池の龍伝
説だ。伝説を残す近くの慶徳寺に河合晃道住
職（42）を訪ね、話を聴いた。同寺の開基、春
庭見芳（しゅんてい・けんぽう）禅師にまつわる
もので、15世紀前半の話だ。概略は下記の通
りだ。
　見芳師は徳が高く、説教も上手で、月2度の
説教の日には信者が多数集まった。いつのこ
ろからか美しい婦人が加わり、1度も欠かさず

説教を聴くようになった。ある日、その婦人
が「私は実は池に住む龍ですが、説教のおか
げでもう少しで人間に生まれ変われると悟っ
たが、いまだに迷いがとれません」と打ち明
けた。そこで、見芳師が丁寧に仏の道を教え
諭すと、婦人は大変喜び、自分の体から7枚
の鱗をはがし、静かに消え去った。
　この龍のうろこが同寺の寺宝として特製の
容器に入れられ、今も大切に伝えられている。
私も拝観し、写真を撮らせていただいた。本

堂の露柱の上には見事な
龍の彫刻も施されている。
八ケ池の名は「八大龍
王」に由来するのかもし
れない。
　この伝説には後日談が
ある。「ふるさと伝え語
り」（小野の歴史を知る
会編著）によると、ある
大日照りの年、一滴の雨
も降らず、村人に泣きつ
かれた和尚が「龍の鱗」を
思い出し、うろこを祭り、

雨乞いをすると、大粒の雨が降り出し、村人
は田植えをすることができたという。このほ
か、「大池の大へび」や「鐘掛けの松」も龍神に
かかわる伝説と思われる。
　市内にはほかの神社や寺院にも龍の彫刻が
いくつかある。「小野市史別巻・文化財編」に
は、垂井の住吉神社、久保木の住吉神社、小
田の垣田神社のものが紹介されている。いず
れも江戸中期～後期の巧みな技で龍頭などが
表現されている。初詣のおりにでも探してみ
られてはいかが。
　龍と言えば、昨年11月、来日したブータ
ン国王は東北地方の被災地の小学校で「自分
の中の龍を大事に育てなさい」と励ましたそ
うだ。ブータン国旗に龍が描かれている。さ
わやかな青年国王は、「龍顔」にふさわしい印
象だった。
　本コラム、オチがなく、画龍点睛を欠いた。

気運は隆々、干支は竜（辰）
小野の龍伝説と文化財

八ケ池と慶徳寺に伝わる
龍のうろこ
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垣田神社の龍頭彫刻
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小野南
中学校

編

　今年も、３年生の有志が集まり、人権劇「誕生の
門」を演じました。キャストはもちろん、大道具・小
道具、音響、照明、広報が、それぞれ工夫を凝らし、
力を合わせて劇を創りあげました（くわしくは小野南
中学校HPをご覧ください）。
　迫真の演技だった人権劇が終わったあと、1、２年
生から感嘆の声が上がりました。２年生は、先輩の
頑張りを肌で感じ、「来年は僕たちの番だ」と今から
意気込んでいます。小野南中学校の文化や人権意識
は、確実に次代に受け継がれています。

いのちの大切さ感じた
　　「人権週間フィナーレ」 こんにちは！ ALTの

ルイス・アルバレスです。

I  enjoy  teaching  in  Ono!　It  is  a  fun  
and　rewarding  experience  that  I  will  
treasure　for  the  rest  of  my  life.　We  
are  all  people  trying  to  learn.　I  
believe  learning  is  living.　Thank  you  
for  this  wonderful  opportunity to  be  
here  in  Japan.
（小野市での学習を楽しんでいます。小野市

での経験は、私にとって人生の宝物になるこ

とでしょう。私たちは皆、学び続けています。

学ぶことは生きることだと信じています。日

本でのこのような素晴らしい機会を得たこと

に感謝します。）

❶【知の育成】「ひらがながかけたよ」「はさみの使い
方が上手になったよ」「時計が読めたよ」「一人で買い
物ができるよ」子どもたちは確実にできることがふえ
ています。

❷【徳の育成】ふれあいフェスティバル(11/23)では
子どもたちのがんばりが観客の感動を呼びました。発
表までの過程で子どもたちは絆を強め、お互いのよさ
を認め合ういい機会となりました。

❸【体の育成】暑い日も寒い日も子どもたちはみんな
笑顔で体力づくりに取り組んでいます。ランニングや
月別の課題をこなし、健やかな体を作っています。

❶小学部「買い物学習」 ❷中学部「オズの魔法使い」

小野特別支援学校だより

人
権
弁
論

人
権
劇

迫
真
の
演
技

３
年
生
が
合
唱

❸体力づくり「ランニング」

～知・徳・体のバランスのとれた特別支援教育を目指して～
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　新部町の住民で構成される新
部農地水環境保全隊が、11月13
日に開催された、北播磨県民局主
催の農地・水保全管理活動優良事
例発表会で、「農地・水・環境保
全推進協議会会長賞」を受賞され
ました。
　同保全隊は、農地・農業用施設
の適正な維持管理活動や広報誌の
発行、老人会が主体となった子ど
も・保護者ら三世代が参加したひまわりの植栽を行うなど、独自の取り組
みが評価され、北播磨425組織の中からの受賞となりました。    （産業課）

　国宝浄土寺西側で、浄谷町自治
会が、観光客の休憩処と地域コ
ミュニティの拠点施設として運営
する「きよたにいっぷく堂」（3月
20日オープン予定）の上棟式があ
りました。当日は、集まった100
人を超える住民に紅白のもちまき
が行われ、歓声があがりました。
　　　　　　　              （産業課）

　12月24日まで、市民会館周辺を
14万個の電球で彩りました。イル
ミネーションは、小野地区地域づ
くり協議会が2004年から毎年実
施。高さ14㍍のツリーや、地元の
子どもたちが作った動物などのオ
ブジェでクリスマスムードを盛り
上げました。       （コミセンおの）

整形外科医員

西川  賢吾
にし   かわ　　 けん     ご

地
域
医
療
を
学
び
、
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
り
ま
す

の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
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こんにちは着任医です！
小野市民病院から

農地・水・環境保全推進協議会会長賞を受賞
（新部農地水環境保全隊）

森本一夫元代表（＝写真前列中央）
ほか組織役員の皆さん

「きよたにいっぷく堂」
上棟式

クリスマス
イルミネーション
点灯式

兵庫県広域防災
センターで研修

　消防団のない育ヶ丘町では、
昭和54年から育ケ丘自衛消防
隊を結成しています。このた
び、新たな知識・技術を習得す
るため三木市にある防災セン
ターで研修がありました。山崎
断層の話や地震停電後の電気
が復旧する時の注意点などの
話を聞いた後、消火訓練、放水
訓練、煙避難訓練の体験をしま
した。いざという時、役立てら
れる訓練で、貴重な時間を過ご
しました。
 （市場小学校区　西山武志さん）

　下東条西保育所で、園児らの
保護者を対象に、インフルエン
ザの講習会が開かれました。講
師は元市民病院看護士の小紫
敏江さん。予防には、外から
帰ったら手洗い・うがいをする
など家の中に菌を持ちこまない
ために、家族みんなで行うこと
が大切であると教わりました。
子どもの健康を守るのは、身近
にいる保護者であることを再認
識しました。
 （中番小学校区　小林夕子さん）

　第24回近畿市町村広報紙コンクー
ル（毎日新聞社、毎日文化センター
主催）で、「広報おの」が優秀賞に選
ばれました。審査では、「読みたくな
る編集と情報」と評価。今後も、魅力
アップへ向けタイムリーな話題をお
伝えできるように取り組みます。　
　　　　             （市民サービス課）

近畿市町村広報紙コンクールで優秀賞

子どもの健康は
保護者が守る
（インフルエンザ講習会）
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まちの特派員による
取材記事などを紹介

Trick or Treat!
（お菓子をくれないといたずらするぞ！）

　桜台子供会で ハロウィンイベントがあり、小学生と未就学児35人
が参加しました。それぞれが衣装をまとって、地区内のお菓子の家（協
力家庭）を順番に回り、玄関
先で「Trick　or　Treat！」
と大きな声で言って、お菓子
をもらいます。全部のお菓子
の家を回り終えると、大きな
袋にお菓子がいっぱいになり
ました。ちいさなお化けたち
は、お菓子をいっぱいもらっ
て満足していました。
    （河合小学校区　Ｋ子さん）

　神戸電鉄樫山駅で、ちょっ
とかしやま1周年記念祭が催
されました。当日、あいにく
の雨で、予定されていた育ヶ
丘保育園児による鼓笛隊の演
奏が中止になりましたが、神
戸電鉄のマスコット「しん
ちゃん」と「てつくん」が駆
け付けてくれました。
会場では、とれたての野菜や、

お手製シフォンケーキなども販売されました。
　　　　　　　　　　　　　　　    （市場小学校区　喜瀬さおりさん）

特別展「下東条歴史街道をゆく」開催
（好古館）

　特別展で目を引いたのは、
船木町にあった大きな水車で
す。直径が 3.6 ㍍あり、これ
で田植時には東条川から水を
汲み上げていたようです。ま
た、脇本町の「太鼓屋台」は、
60 年ぶりに組み立てられて
飾られていました。ほかにも
各町の古い絵地図・曽根町の
鶏頭の御幣（ごへい）・池田町
の太鼓屋台の水引幕・中谷町の獅子頭などが展示されていました。
　　　　　　　　　　　　　　    （下東条小学校区　藤原登代子さん）

　戦後、大阪の堺で手にいれられ
たもので、現在、中町の行事でも
使用されています。豆炭を使って
余熱に20分、中くらいの芋なら入
れてから20分で、美味しい焼き芋
のできあがり！
  （小野東小学校区　佐同美香さん）

これ  な～んだぁ？

石焼き芋つぼ

ご協力ありがとう
ございました

　小野東小学校体育館でPTA主
催のリサイクルバザーが行われま
した。
　校区の、保護者の方々だけでな
く、児童がいないご家庭からも物
品提供のご協力をいただき、毎年
おこなわれています。日用雑貨か
ら洗剤や電化製品、制服などもあ
り、思わぬ掘り出し物も！　売上
金は児童のためのPTA活動に使
わせていただいています。
 （小野東小学校区　佐同美香さん）

リサイクルバザー１０/１６
小野東小

～１２/２５
好古館

１０/３０
樫山

１０/２９
桜台

11/6
育ケ丘

１１/２１　
浄谷

１１/２６　
王子

11/7
住吉

ちょっとかしやま1周年記念祭
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平成２２年中に生まれられたお子さんを紹介しています。
（毎年1月号に募集記事を掲載、2月に募集を締め切っています）

お姉ちゃんと仲良く元気に育ってね。                （父　成治さん）

下大部町
1歳4か月

 えがね            まなみ

かわいすぎて　父ちゃんの目がさらに　たれ目に！　　　　　　　（母　裕美さん）

小林　真ちゃん

敷地町
1歳4か月

  こばやし　　　さな

すばる大好き！これ
からも

いっぱい遊ぼうね。

 （姉 陽ちゃん、兄 朝
日ちゃん）

久保田　素晴ちゃん

育ヶ丘町
1歳4か月

     くぼた             
  すばる

わが家の癒し姫ゆ
あ♡　

4きょうだい仲良く
ね。

　　　　  （母　智
恵子さん）

西田　唯愛ちゃん

神明町
1歳4か月

にしだ　           ゆ
あ

いつも笑顔で　明るくやさしい子に育ってね。            （母　由美子さん）

冨田　來未ちゃん

大島町
1歳4か月

 とみた　       　 くみ

ねえねが　大好き♡

のびのび　大きく　
育ってね。

 （父 晧介さん、母
一麗　さん）

中塚　有希乃ちゃん

栗生町
1歳4か月

なかつか　　　　
　ゆきの

これからもずっと仲良く
遊ぼうね！！
　　　　  （姉　ねねちゃん）

浦松　伶旺ちゃん

育ヶ丘町
1歳4か月うらまつ　         れお

江金　愛実ちゃん

　「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
コ
ー
ナ
ー
に
今
年

4
月
か
ら
１
年
間
を
通
し
て
紹
介
す
る
お
子
さ

ん
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
　

　
平
成
23
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
間
に

　
生
ま
れ
ら
れ
た
市
内
在
住
の
お
子
さ
ん

▼
掲
載
人
数

　
84
人
（
各
月
7
人
程
度
）

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う
え
、
結
果

　
に
つ
い
て
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
に
お
子
さ
ん
の
住
所
・
氏
名
（
ふ
り

　
が
な
）・
性
別
・
生
年
月
日
・
保
護
者
氏
名
・

　
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ

　
い（
お
子
さ
ん
１
人
に
つ
き
、ハ
ガ
キ
１
枚
）。

※

応
募
時
は
、
お
子
さ
ん
の
写
真
は
必
要
あ
り

　
ま
せ
ん
。

▼
締
め
切
り
日

　
２
月
10
日
㈮
必
着

▼
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
６
７
５
ー

１
３
８
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小
野
市
王
子
町
８
０
６
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地
の
１

　
市
民
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ス
課
（
☎
　 

１
０
１
３
）

平
成
24
年
度

「
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
」
募
集

今月の「みんなの美しいまちづくり」は、紙面の都合で掲載していません。

◯63

みなみ
あさひ
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身近な観光情報を発信

20

吉良昭乃会

～幅広く 楽しく～

　私たち、吉良昭乃会は、日本の伝統芸能、日本舞

踊の会です。若柳吉良昭先生のもとで、古典、新舞

踊、民謡と幅広く和気あいあいとした雰囲気の中で

楽しくお稽古しています。

　芸能フェスティバル、文化祭を始め様々な行事に

参加し踊りを披露しています。

　ボランティア活動では施設訪問をし、高齢者の

方々との触れ合いを深めています。

　皆さん、私たちの教室を一度覗いてみませんか？

お待ちしています。

【練 習 日】毎週月曜日20：00～

【練習場所】コミセン下東条
◆問い合わせ先 
　藤原昭子（☎67-1106 夜間）
　　　　　  （☎67-1421 昼間）

　１月からNHK大河ドラマ「平清盛」が始まります。平安時代の終わりに平氏の栄華を築いた平清
盛ですが、次第に貴族や武士の不満が募り、源平合戦が起こり、やがて平氏は滅亡への道をた
どっていきます。
　北播磨地方の源平合戦で最も有名なものは三草合戦ですが、小野市にも関連する伝説が残され
ています。それが樫山町に残る義経
伝説です。
　また、この他にも源平合戦にまつ
わる伝説はあります。
　ひとつは平重衡の東大寺焼き打ち
に参加した下司次郎の伝説。もうひ
とつは室山合戦に関する伝説です。
　これらの伝説は、『播磨鑑』や『加東
郡誌』、『市場村誌』、『兵庫県神社史
編纂資料』などの中に収録されてい
ます。詳しい内容は次回から11回に
わたって紹介します。
　大河ドラマとあわせて、市内の源
平合戦伝説にまつわる史跡を訪ね、
源平の時代のロマンを感じてみては
いかがでしょうか。

源平合戦の伝説が残る場所

小野市に残る 源平合戦伝説

市場駅

市場駅

国道
175号加古川

小野町駅

樫山駅

来迎寺

市場のブツブツ

白拍子さん
常光寺跡

国井田碑

コクイ坂・亀井ケ淵
弁慶の重ね石

室山の古戦場

義経の腰掛石

※なお、好古館では年間を通して、コーナー展「義経がやってきた」を開催しています。ぜひご来館ください。

きち  よし あき   の   かい



1月 最新情報は
http://www.onokato-med.or.jp/

休日救急当番医（診療日時 日曜・祝日の9：00～18：00）
平日時間外内科系救急当番医（診療時間18：00～21：00）

日 月  火  水  木  金 土Sun Mon Tue Wed Thu Fri Sat
診療時間 9：00～18：00 診療時間 18：00～21：00（祝日は9：00～18：00）

北播磨小児科救急
曜　　　日
第　1　土曜日
第　3　土曜日

第 2・4 土曜日に続く日曜日

診療時間
12：00～18：00
10：30～18：00
 9：00～17：00

詳しくは、ホームページ「北播磨いきいき情報」をご覧ください　
当番病院は、消防署（☎63-0119）で確認のうえ受診してください

※当番医は変更することがありますので、新聞、消防テレフォン
サービス（☎63-7119）または、消防署（☎63-0119）で確認し
てください。

※小児（１５歳以下）は、事前に医療機関に問い合わせたうえ受診し
てください。

◎「広報おの」は資源保護のため、再生紙を使用しています。
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63

63

FAX

※教室には、開始時刻までにお越しください。　◯各教室・健診にお越しの時は、母子健康手帳をご持参ください。

人　口　50,540人（前月比+18）
　男　　24,613人　　　女　　25,927人
世帯数　18,798世帯　　面積　  93.84㎞2

まちの動き
12 月1日現在

各種相談（予約制）　　加東健康福祉事務所
●HIV（エイズ）抗体検査・肝炎ウイルス検査・相談 （☎0795-42-9436）
　日時　1月16日（月）・2月6日（月）13：30～14：30　
　※無料・匿名で受けられます　
●専門栄養相談（食事療法が必要な方の相談）　　（☎0795-42-9365）
　日時　1月6日（金）・　2月3日（金）13：30～15：00
●こころのケア相談　日時 1月16日（月）13：30～  （☎0795-42-9367）
　

健康カレンダー（保健センター ☎63-3977） 会場はすべて伝統産業会館です

7～8か月児教室

未来のパパママ教室

2歳児教室

1月 12日（木）
1月 23日（月）
1月 16日（月）
2月   6日（月）
1月 10日（火）
2月 14日（火）
1月 19日（木）
1月 24日（火）
2月   7日（火）
1月 20日（金）

内　　容 対　　　　　　　象 日　　程 時　　間
平成23年7月14日から平成23年10月13日生まれで未接種の乳児

平成23年  9月生まれの乳児
平成22年  6月生まれの幼児
平成22年  7月生まれの幼児

平成20年11月  1日から平成20年11月25日生まれの幼児
平成20年11月26日から平成20年12月26日生まれの幼児

平成23年5・6月生まれの乳児
平成22年  1月生まれの幼児
平成22年  2月生まれの幼児

出産予定日が平成24年3月・4月・5月の妊婦と夫

ネコの引き取り

母子健康手帳交付

13：30～14：30

13：00～14：30

10：00～11：15※

9：30～11：00※

9：30～11：30※

9：00～16：30　

4か月児健康診査

3歳児健康診査

1歳6か月児健康診査

BCG予防接種

健
康
診
査

教
　
室

平日、窓口で行います。妊娠届出書（または妊娠連絡票）と印かんを持参ください。
妊婦健康診査助成券（上限75,000円分）をお渡しします。

月1回実施します。引き取りを希望される方は、市健康課（☎63-3977）へご連絡ください。
（保健センターが一時移転しているため、申出者へ日時・場所をお知らせします。）

3
ますむら医院
加東市上滝野
0795-48-0704

【内科】・【外科】
加東市民病院

　　加東市家原
0795-42-5511

8

井岡医院【外科】

復井町　66-2119

菅田町　67-2367

【内科】 土井病院
9 

松原メイフラワー病院
加東市藤田
0795-42-8851

10

2
土井病院
復井町
66-2119

21
清水内科クリニック
敷地町
62-1005

6
清水内科クリニック
敷地町
62-1005

2/1
ひまわりクリニック
神明町
62-7209

5

【外科】

黒川町　64-0880
【内科】 松尾内科

中町　63-2020
小野市民病院

岡田内科医院
市場町
62-7366

31
嬉野診療所
加東市山国
0795-42-8477

4

【外科】

樫山町　62-8112
【内科】育が丘クリニック

大島町　64-0771
まえだクリニック

29

7
小島クリニック
王子町
64-2727

28
神　医院
加東市森
0795-47-0144

8
吉川医院
加東市社
0795-42-0105

14
篠原医院
粟生町
65-2810

10
まつい子どもクリニック
敷地町
63-7366

　　加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院

【外科】
中町　63-2020

【内科】

小野市民病院

3

樫山町　62-8112
育が丘クリニック【外科】

中町　63-2020
【内科】 小野市民病院
2

　　加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院【外科】
中町　63-2020

【内科】 小野市民病院
1/1

　　加東市家原
0795-42-5511

加東市民病院【外科】
中町　63-2020

【内科】 小野市民病院

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

4

育が丘クリニック
樫山町
62-8112

23

井岡医院
菅田町
67-2367

5
井上医院
加東市沢部
0795-42-1190

6
吉川医院
加東市社
0795-42-0105

7

岡村医院
敷地町　
62-4300

11

依藤診療所
本町
63-0028

26

曽野医院
加東市東古瀬
0795-42-6299

20

青山医院
加東市吉井
0795-46-0321

24
東条診療所
加東市新定
0795-46-0048

27

復井診療所
復井町
66-7318

30

福岡クリニック
神明町
63-1600

12

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

16

兵庫青野原病院
南青野
66-2233

9

田渕医院【内科】

【外科】 小野市民病院
中町　63-2020

　　加東市新町
0795-48-0160

15

22

柏木医院
船木町
67-0199

13

田渕医院
加東市新町
0795-48-0160

17

赤羽目医院
加東市北野
0795-48-5058

25

坂本医院
加東市上中
0795-42-6660

18
緑駿病院
復井町
66-2020

19


